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＜参考＞

1. 国際勧告との関連

　本標準の「コールウェイティングサービス」は、１９９１年９月のＣＣＩＴＴにおいて加速勧告化が承

認された勧告Ｑ．７３３．１に準拠している。また、「保留サービス」については、１９９１年１１月に

開催されたＣＣＩＴＴ　ＳＧＸＩエディティング会合における勧告草案Ｑ．７３３．２の審議結果に準拠

したものである。また、「通信中機器移動サービス」については、１９９３年３月の世界電気通信標準化

会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７３３．４に準拠している。また、「話

中時再呼出し（ＣＣＢＳ）」については、１９９８年５月のＩＴＵ－Ｔ会合における勧告草案ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｑ．７３３．３に準拠している。

（注）本文中の“ＣＣＩＴＴ”の記述は、’９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）の

結果を受けて、

・ＣＣＩＴＴ勧告については、ＩＴＵ－Ｔ勧告

・ＣＣＩＴＴの組織については、ＩＴＵ－ＴＳ

・’９３年３月のＣＣＩＴＴ総会については、世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）

と読み代えて下さい。

2. 上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1. オプション選択項目

　な　し

2.2. ナショナルマター項目

　な　し

2.3. その他

　 (1) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行している項目はない。

　 (2) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、以下の項目についての記述を削除している。なお、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告で規定しているが、本標準では規定しない記述で、理解を助けるため、本文中に残して

いるものは、＃で表示する。特に、全文削除した章、節等については、原則として＃を付して標題

を残している。

(a)  国際関門交換機の機能に関する記述

(b)  コンパチビリティに関する手順

(c)  無応答時再呼出し（ＣＣＮＲ）に関する記述

上記項目を削除した理由は、以下の通りである。

(a) については、国際接続に関する規定であるため。

(b) については、現時点において必要性がないため。

(c) については、現時点において必要性がないため。



ＪＴ－Ｑ７３３ － ii －  

2.4. 原勧告との章立て構成比較表 

 

ＣＣＩＴＴ勧告 本標準 サ ー ビ ス 名 

Ｑ．７３３．１ 

Ｑ．７３３．２ 

Ｑ．７３３．３ 

Ｑ．７３３．４ 

Ｑ．７３３．５ 

  〔Ⅰ〕 

  〔Ⅱ〕 

  〔Ⅲ〕 

  〔Ⅳ〕 

  〔Ⅴ〕 

  コールウェイティング（ＣＷ） 

  保留（ＨＯＬＤ） 

  話中時再呼出し（ＣＣＢＳ） 

  通信中機器移動（ＴＰ） 

  無応答時再呼出し（ＣＣＮＲ） 

 

 

3. 改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

  第１版 １９９２年  ４月２８日   制  定 

  第２版 

 

１９９３年  ４月２７日 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告体系の変更に基づき、従来ＪＴ－Ｑ７

６４に記述されていた通信中機器移動サービスの信

号手順を、本標準の４章に規定した。 

  第３版 １９９９年１１月２５日 〔Ⅲ〕話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）サービスの信号手

順を、本標準の３章に規定した。 

 

 

4. 工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。
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〔Ⅰ〕コールウェイティング（ＣＷ）

1. 定義

　コールウェイティング（ＣＷ）は、使用できるインタフェース情報チャネルなしの表示を伴って（基本

呼手順毎に）着信を加入者に通知する付加サービスである。

　ユーザは、（基本呼手順毎に）待機中の呼を受付けるか拒否するか、あるいは無視するか選択できる。

2. 解説

2.1. 概要

　ＩＳＤＮのコールウェイティングサービスは、加入者に着呼を通知することを許容する。

2.2. 特殊用語

　本標準の中では、次の用語を使用する。

　加入者Ｂ　　特定のインタフェース上で、網によるコールウェイティングサービスを受けている加入者。

　ユーザＡ　　ユーザＢとの間の呼に携わっているユーザ。

　ユーザＢ　　Ｂにおいてコールウェイティングに反応するユーザ。

　ユーザＣ　　Ｂに対して、コールウェイティングサービスを起動する原因となる発呼を行ったユーザ。

2.3. テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限

　標準、ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕　節2.3と同様である。

2.4. 状態定義

　新状態の定義はなし。

3. 運用上の要求条件

3.1. サービス提供／取消

　コールウェイティングサービスは、サービス加入申込みに基づいて提供されるか、又は、網提供者のオ

プションとして、申し込みをしなくても全ての加入ユーザに対して一般的に使用できる形で提供される。

コールウェイティングサービスは、加入者の要求により、あるいは、管理上の理由により取り消される。

　網提供者のオプションとして、コールウェイティングサービスは、着交換機において下記のサービス加

入オプション付きで提供されてもよい：

　着交換機は、発ユーザにその呼が待機中であることを通知する。

3.2. 発側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.3. 網内の要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.4. 着側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。
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4. コーディング上の要求条件

　以下の通知内容を使用する：

　－呼は、待機中の呼である

　汎用通知識別子パラメータフィールドは、以下のようにコード化される。

表４－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕　汎用通知識別子パラメータフィールド

　　　　　　　　　　(CCITT Q.733)

　　　　　　　　　　　　　　ビ　ッ　ト

　　　　　　　　７　６　５　４　３　２　１　　　　　　　　　　　内　　容

　　　　　　　　１　１　０　０　０　０　０　　　　　　　　呼は待機中の呼である

　汎用通知識別子パラメータは、パラメータコンパチビリティ情報パラメータを伴う。コンパチビリティ

の手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６４に規定されている。

5. 信号手順

5.1. サービスの開始／停止／登録

　サービスの開始／停止／登録はなし。

5.2. 起動と動作

5.2.1. 発信側加入者線交換機での動作

5.2.2. 通常動作

　アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）又は、呼経過メッセージ（ＣＰＧ）の汎用通知識別子パラメータフ

ィールドにコールウェイティング表示が含まれている場合、発ユーザＣは自分の呼が待機中であることの

通知を受ける。

5.2.2.1. 例外手順

　例外手順はなし。

5.2.3. 中継交換機での動作

5.2.3.1. 通常動作

　中継交換機は、通知識別子を変更することなく後続の交換機へ転送する。

5.2.3.2. 例外手順

　例外手順はなし。

5.2.4. 出側国際関門交換機での動作

5.2.5. 入側国際関門交換機での動作

 ＃

 ＃
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5.2.6. 着信側加入者線交換機での動作

5.2.6.1. 通常動作

　サービス加入オプションとして、着交換機は、ユーザ・網インタフェースにおいて呼出メッセージを受

信すると、汎用通知識別子パラメータフィールドにコールウェイティング表示を含み、アドレス完了メッ

セージ、又は、呼経過メッセージにより、その表示を発交換機へ送出する。

注）８章の図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕、図８－２／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕参照。

5.2.6.2. 例外手順

　加入者Ｂによって呼出メッセージが網へ送出された後（着ユーザ呼び出し中）、当該着呼はユーザによ

り拒否してもよい。理由種別＃２１（通信拒否）を含む切断メッセージ（ＲＥＬ）がユーザＣに向けて送

出される。

注）８章の図８－３／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕参照。

　ユーザ・網インタフェース上のコールウェイティング管理タイマが満了した後（ＪＴ－Ｑ９３１　９章

参照）、網は切断手順を開始する。理由種別＃１９（着ユーザ呼び出し中、応答なし）を含む切断メッセ

ージがユーザＣに向けて送出される。

注）８章の図８－４／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕参照。

6. 他の付加サービスとの相互動作

6.1. コールウェイティング（ＣＷ）

　規定対象外である。

6.2. コールトランスファー（ＣＴ）

6.3. 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.4. 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.5. 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.6. 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.7. 閉域接続（ＣＵＧ）

6.8. 会議通話（ＣＯＮＦ）

6.9. ダイレクトダイヤル・イン（ＤＤＩ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

 ＃

 ＃

 ＃
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6.10. 着信転送サービス

6.11. 代表（ＬＨ）

6.12. 三者通話（３ＰＴＹ）

6.13. ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

6.13.1. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス１（ＵＵＳ１）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.13.2. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス２（ＵＵＳ２）

6.13.3. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス３（ＵＵＳ３）

6.14. 複数加入者番号（ＭＳＮ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.15. 保留（ＨＯＬＤ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.16. 課金情報通知（ＡＯＣ）

6.17. サブアドレス（ＳＵＢ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.18. 通信中機器移動（ＴＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.19. 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

  現時点での相互作用はない。

6.20. 悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

6.21. 着信課金（ＲＥＶ）

6.22. 優先割り込み（ＭＬＰＰ）

6.23. プライベート番号計画（ＰＮＰ）

6.24. 国際テレコミュニケーションチャージカード

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃
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7. 他網との相互動作

　コールウェイティングサービスを提供しない網と接続する場合には、相互接続交換機において通知識別

子を含む呼経過メッセージを破棄し、呼は標準ＪＴ－Ｑ７６４で規定される基本手順に従って完了される。
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8. 信号フロー

ユーザＣ　　　　　　発交換機　　　　　　 中継交換機   　　　　　着交換機　　　　　　　加入者Ｂ

      呼設定

      ＩＡＭ

      ＩＡＭ

呼設定(チャネルなし)

      呼出

  ＡＣＭ（ＣＷ）

  ＡＣＭ（ＣＷ）

    呼出（ＣＷ）

      応答

      ＡＮＭ

      ＡＮＭ

      応答

                 

　　　　　　　　図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕　コールウェイティング成功

　　　　　　　　　　 (CCITT Q.733) 　　　　　　　ACMメッセージによるコールウェイティング表示
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ユーザＣ　　　　　　発交換機 　　　　　　中継交換機     　　　　着交換機　　　　　　　加入者Ｂ

      呼設定

      ＩＡＭ

      ＩＡＭ

呼設定(チャネルなし)

      ＡＣＭ

      ＡＣＭ

　　　呼出

  ＣＰＧ（ＣＷ）

  ＣＰＧ（ＣＷ）

    呼出（ＣＷ）

      応答

      ＡＮＭ

      ＡＮＭ

      応答

                 

　　　　　　　　図８－２／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕　コールウェイティング成功

　　　　　　　　　　 (CCITT Q.733) 　　　　　　　ＣＰＧメッセージによるコールウェイティング表示
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ユーザＣ　　　　　　発交換機 　　　　　  中継交換機 　　　　    着交換機　　　　　　  加入者Ｂ

呼設定

ＩＡＭ

ＩＡＭ

呼設定(チャネルなし)

呼出

ＡＣＭ（ＣＷ）

ＡＣＭ（ＣＷ）

呼出（ＣＷ）

切断（＃21）

ＲＥＬ（＃21）

ＲＥＬ（＃21）

切断（＃21）

解放

解放完了

                 

図８－３／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕　コールウェイティング拒否

　　　　　　　　　　　　(CCITT Q.733)

解放

ＲＬＣ
解放完了

ＲＬＣ
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ユーザＣ　　　　　　 発交換機 　　　　　　中継交換機 　　　　   着交換機　　　　　　　加入者Ｂ

呼設定

ＩＡＭ

ＩＡＭ

呼設定(チャネルなし)

呼出

ＡＣＭ（ＣＷ）

ＡＣＭ（ＣＷ） タイマ満了

呼出（ＣＷ）

ＲＥＬ（＃19） 解放

切断（＃19）

ＲＥＬ（＃19）

解放完了

図８－４／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅰ〕　コールウェイティング無視

　　　　　　　　　　　　(CCITT Q.733)

解放完了ＲＬＣ

ＲＬＣ

解放



ＪＴ－Ｑ７３３ － 10 －

9. パラメータ値

　特殊なパラメータ値（タイマ）はなし。

10. 動的記述

　メッセージシーケンスに変更がないため、ＩＳＤＮユーザ部（ＪＴ－Ｑ７６４）の基本呼制御ＳＤＬ図

が、コールウェイティングサービスに適用される。
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〔Ⅱ〕保留（ＨＯＬＤ）

1. 定義

　保留（ＨＯＬＤ）付加サービスは、設定されている呼の通信の中断をユーザに許可し、さらに、要求が

あれば通信の再開を可能とする。

2. 解説

　本標準はＮｏ．７信号方式プロトコルＩＳＤＮユーザ部に特定される。

　ステージ３ではテレコミュニケーションサービスをサポートするのに必要なプロトコル手順と交換機能

を明らかにする。

2.1. 概要

　応答を受け付けてから呼が解放される前ならいつでも発ユーザにより保留設定されてよい。

　付加的に、サービス提供者のオプションとして以下の条件が与えられる。

　 (l) 　呼出が開始された後、又は

　 (2) 　発ユーザが呼を進めるために必要な情報を全て提供した後

　応答を受け付けてから呼が解放される前ならいつでも着ユーザにより保留設定されてよい。

　保留サービスは、サービスを受けているユーザと被保留者側との間のＢチャネル上の通信を再開する再

開動作を含んでいる。

　保留付加サービスのステージ１の定義は、標準ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅱ〕に規定されている。ステージ２の

記述は勧告Ｑ．８３．２に規定されている。ステージ３ＤＳＳ１の記述はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５３．２

に規定されている。

　保留付加サービスのステージ３の記述はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６１～７６４に定義されているＩＳＤＮ

ユーザ部プロトコルを用いる。

2.2. 特殊用語

　本標準のために、次のような定義を適用する。

　ユーザＡ：ユーザＡは、ある呼に対して保留付加サービスを起動する端末装置をさす。

ユーザＡは、サービス対象ユーザである。

　ユーザＢ：ユーザＢは、保留付加サービスを起動するユーザＡに対する呼において、接続されている端

末装置をさす。

ユーザＢは、非サービス対象ユーザである。

2.3. テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限

　標準ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅱ〕３章を参照。

2.4. 状態定義

　新状態の定義はなし。
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3. 運用上の要求条件

3.1. サービス提供／取消

3.2. 標準ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅱ〕節3.1を参照。

3.3. 発側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.4. 網内の要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.5. 着側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。

4. コーディング上の要求条件

　保留付加サービスにおいて、汎用通知識別子パラメータを含む呼経過メッセージ（ＣＰＧ）が、相手側

へ適切な通知を伝達するために用いられる。

　イベント情報パラメータのイベント表示は経過表示に設定される。

　次のような通知記述が用いられる。

　－相手保留

　－相手保留解除

　汎用通知識別子パラメータフィールドは、表４－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅱ〕のように符号化される。

表４－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅱ〕　汎用通知識別子パラメータの符号化

　　　　　　　　　　(CCITT Q.733.2)

＜  ビット  ＞

  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

  １  １  １  １  ０  ０  １ 相手保留

  １  １  １  １  ０  １  ０ 相手保留解除

　汎用通知識別子パラメータは、パラメータコンパチビリティ情報パラメータが伴われる。コンパチビリ

ティ手順はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６４に規定されている。

5. 信号手順

5.1. サービスの開始／停止／登録

　サービスの開始／停止／登録はなし。

5.2. 起動と動作

5.2.1. 発信側加入者線交換機での動作

　発信側加入者線交換機は、サービスを制御する交換機である。

　本記述における発信側加入者線交換機とは基本呼制御における発信交換機と必ずしも同じではない。

記述内容
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5.2.1.1. 通常動作

5.2.1.2. 保留要求

　呼が保留状態になる時、あるいは、加入者線信号システムから保留通知が受信される時、その呼が保留

になったことを示す通知が相手ユーザへ呼経過メッセージで伝達される。

　呼経過メッセージはアドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）を受信した後で返送する。

5.2.1.3. 保留解除要求

　保留された呼が保留解除状態になる時、あるいは、加入者線信号システムから保留解除通知が受信され

る時、その呼が保留解除されたことを示す通知が相手ユーザへ呼経過メッセージで伝達される。

5.2.1.4. 例外手順

　例外手順はなし。

5.2.2. 中継交換機での動作

5.2.2.1. 通常動作

　中継交換機は後位の交換機へ通知識別子を転送する。

5.2.2.2. 例外手順

　例外手順はなし。

5.2.3. 出側国際関門交換機での動作

5.2.4. 入側国際関門交換機での動作

5.2.5. 着信側加入者線交換機での動作

　本記述における着信側加入者線交換機とは基本呼制御における着信交換機と必ずしも同じではない。

5.2.5.1. 通常動作

　ユーザＢが接続されている交換機において、呼経過メッセージに含まれる通知識別子はユーザＢの加入

者線信号システムへ転送する。

5.2.5.2. 例外手順

　例外手順はなし。

6. 他の付加サービスとの相互動作

6.1. コールウェイティング（ＣＷ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.2. コールトランスファー（ＣＴ）

6.3. 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

 ＃

 ＃

 ＃
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6.4. 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.5. 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.6. 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.7. 閉域接続（ＣＵＧ）

6.8. 会議通話（ＣＯＮＦ）

6.9. ダイレクトダイヤル・イン（ＤＤＩ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.10. 着信転送サービス

6.11. 代表（ＬＨ）

6.12. 三者通話（３ＰＴＹ）

6.13. ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

　　ＩＳＵＰに影響なし。

6.13.1. ユーザ・ユーザ情報転送サービス１（ＵＵＳ１）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.13.2. ユーザ・ユーザ情報転送サービス２（ＵＵＳ２）

6.13.3. ユーザ・ユーザ情報転送サービス３（ＵＵＳ３）

6.14. 複数加入者番号（ＭＳＮ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.15. 保留（ＨＯＬＤ）

　規定対象外である。

6.16. 課金情報通知（ＡＯＣ）

6.17. サブアドレス（ＳＵＢ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃
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6.18. 通信中機器移動（ＴＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.19. 話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）

  現時点での相互作用はない。

6.20. 悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

6.21. 着信課金（ＲＥＶ）

6.22. 優先割り込み（ＭＬＰＰ）

6.23. プライベート番号計画（ＰＮＰ）

6.24. 国際テレコミュニケーションチャージカード

7. 他網との相互動作

　公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）との相互動作の場合、インチャネル表示を相手ユーザへ供給するのはネッ

トワーク提供者のオプションである。

　通知手順を提供していない網との相互動作において、関門交換機は通知識別子を含む呼経過メッセージ

を廃棄する。その呼は標準ＪＴ－Ｑ７６４で述べられている基本呼の手順に従って完結される。

8. 信号フロー

　保留付加サービス設定に対する情報のフロー例を図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅱ〕と図８－２／ＪＴ－

Ｑ７３３〔Ⅱ〕に示す。

9. パラメータ値

　特殊なパラメータ値（タイマ）はなし。

　注－応答待ちの間の保留の場合、もし、Ｔ９タイマ（応答待ちタイマ勧告Ｑ．７６４付属資料参照）が終

了したら、その呼は基本呼の手順に従って解放される。

10. 動的記述

　動的記述（ＳＤＬ）はなし。

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃
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　　　　　　　　　　　　　発信側　　　　　　　　　　　　　　　　　着信側

 　　ユーザＡ　　 　　加入者線交換機　　　　中継交換機　　　　加入者線交換機　　 　　ユーザＢ

呼設定

ＩＡＭ

呼出

呼出

保留

保留確認 ＣＰＧ

（保留） 通知

保留解除 （保留）

保留解除確認

通知

（保留解除）

         

図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅱ〕　応答待ち状態での保留と保留解除

　　　　　　　　　　 (CCITT Q.733.2)

　　　　　　　　　　　　　発信側　　　　　　　　　　　　　　　　　着信側

　　　ユーザＡ　　　　加入者線交換機　　　　中継交換機　　　　加入者線交換機　　 　　ユーザＢ

通信中フェーズ（Ａ⇔Ｂ）

保留

ＣＰＧ

保留確認 ＣＰＧ

保留解除 （保留）

ＣＰＧ （保留）

保留解除確認 ＣＰＧ

（保留解除） 通知

（保留解除）

（保留解除）

図８－２／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅱ〕　通信中フェーズでの保留と保留解除

　　　　　　　　　　(CCITT Q.733.2)

ＩＡＭ

呼設定

ＡＣＭ
ＡＣＭ

ＣＰＧ

ＣＰＧ

ＣＰＧ

（保留）

ＣＰＧ

ＣＰＧ
（保留解除）

（保留解除）

（保留）

通知
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〔Ⅲ〕話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）

1. 導入

1.1. 本標準の範囲

話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）は、着信先Ｂへの呼が話中に遭遇した場合、発ユーザＡに対して着信先Ｂ

が空きとなったことを通知し、サービスプロバイダーがユーザＡの希望により当該着信先Ｂに対して再呼

出しを可能とするサービスである。

1.2. 参照

本標準は、日付指定あるいは日付未指定の参照により、他の文献における規定を包含している。以下に

示す文献については、本文中より参照され、テキストの適切な箇所で引用されている。日付指定のある参

照に関して、当該文献に対し指定日付以降に加えられた変更・修正点については、本標準を変更・修正す

ることにより盛り込まれた場合に限り、本標準に適用される。日付未指定の参照に関しては、当該文献の

最新版が適用される。

[1]  CCITT勧告 Ｅ．１６４（1991） Numbering plan for ISDN era.

[2]  ITU-T勧告 Ｉ．１１２（1993） Vocabulary of terms for ISDNs.

[3]  CCITT勧告 Ｉ．１３０（1988） Method for the characterization of telecommunication services supported by an

ISDN and network capabilities of an ISDN.

[4]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ２１０（1989/4/28）ＩＳＤＮの提供するテレコミュニケーションサービス

[5]  CCITT勧告 Ｉ．２２１（1988） Common specific characteristics of services.

[6]  CCITT勧告 Ｘ．２０８（1988） Specification of Abstract syntax Notation one (ASN.1) and X.680 containing

amendment 1.

[7]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７１１－Ｑ７１４ 信号接続制御部

[8]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７７１－Ｑ７７４ トランザクション機能

[9]  CCITT勧告 Ｑ．７６７（1990）Application of the ISDN user part of CCITT Signalling System No.7 for

international ISDN interconnections.

[10]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７６１－Ｑ７６４ No.7信号方式ＩＳＤＮユーザ部

[11]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ７３０（1996）ＩＳＤＮ付加サービスの信号手順

[12]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ２５３（1997）呼完了付加サービス

[13]  ITU-T勧告 Ｑ．８３．３（COM XI-R 257, May 1992） Stage 2 descriptiuon of CCBS.

[14]  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５３（1999）ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース 呼完了付加サービス

[15]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ２３０（1989）ＩＳＤＮの提供するベアラサービス

[16]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ２４０（1989）テレサービスの定義

[17]  ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｆ７２１（1993）ＩＳＤＮにおけるテレビ電話テレサービス

[18]  ITU-T勧告 Q.715（1995） SCCP user’ s   guide.

[19]  ITU-T勧告Q.775（1993） Signalling System No.7 - Guidelines for using Transaction Capabilities.

1.3. 用語と定義

以下に示す用語（1～12）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５３で定義されている。タイマの略称については括

弧内に規定する。

(1)  ユーザＡ

(2)  着信先Ｂ
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(3)  ＣＣＢＳ再呼

(4)  ＣＣＢＳ呼

(5)  Ｂ空き通知

(6)  ビジー

(7)  空き

(8)  ＣＣＢＳビジー

(9)  保持タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ１）

(10)  ＣＣＢＳサービス継続タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ３）

(11)  ＣＣＢＳ再呼出しタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ４）

(12)  着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）

その他の用語

(13)  保持オプション

保持オプションが発側、着側の両網でサポートされる場合、着信先ビジーによりＣＣＢＳ呼が完了しな

かった場合、ＣＣＢＳ要求は着信先Ｂのキューに保持される。

(14)  中断されたＣＣＢＳ要求

着信先Ｂがビジーでないにも拘わらず、ユーザＡのビジー、あるいはＣＣＢＳビジーが原因で、受け入

れられなかった要求。

(15)  長期拒否

網がユーザＡのＣＣＢＳ付加サービス起動の要求を許容することができず、その後の同一着信先Ｂに対

するＣＣＢＳ付加サービス起動の再試行時も拒否される。

(16)  短期拒否

網がユーザＡのＣＣＢＳ付加サービス起動の要求を一時的に許容することができないが、その後の同一

着信先Ｂに対してＣＣＢＳ付加サービス起動が再試行された場合、許容することができる。

(17)  ＣＣＳＳ呼識別子

着側加入者交換機において、通常の呼とＣＣＳＳ呼を識別するために、順方向に送信される情報。

(18)  ＣＣＢＳ識別子

最初の呼が不完了となった場合、逆方向切断メッセージ（ＲＥＬ）の理由表示パラメータの診断情報に、

ＣＣＢＳサービス要求が起動される可能性があることを示すための識別子。

(19)  ＣＣＢＳ要求

ＣＣＢＳ付加サービス起動のインスタンスで、適正な条件でＣＣＢＳ付加サービスを完了させるために

キューに保持される。

(20)  整合端末

着信先Ｂへの最初の呼で要求されたベアラサービスあるいはテレサービスをサポートし、着信先Ｂへの

最初の呼において着ユーザを識別するＩＳＤＮ番号およびサブアドレスへの呼を着信させることが可能な

端末。

1.4. 略語

ＡＣＭ アドレス完了メッセージ

ＡＮＭ 応答メッセージ

ＡＳＥ アプリケーションサービスエレメント

ＡＳＮ．１ 抽象構文記法１

ＡＴＰ アクセス転送パラメータ
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ＣＣＢＳ 話中時再呼出し付加サービス

ＣＣＳＳ 再呼出しサービス設定

ＣＦＢ 話中時転送

ＣＦＮＲ 無応答時転送

ＣＦＵ 無条件転送

ＣＬＩ 発信者番号

ＤＬＥ 着側加入者交換機

ＤＳＳ１ デジタル加入者線信号方式ＮＯ．１

ＧＴ グローバルタイトル

ＨＬＣ 高位レイヤ整合性

ＩＡＭ アドレスメッセージ

ＩＰＩ ＩＳＵＰ１リンク希望表示

ＩＳＤＮ 統合サービスデジタル網

ＩＳＰＢＸ 統合サービス構内交換機

ＩＳＵＰ 統合サービスデジタル網ユーザ部

ＬＬＣ 低位レイヤ整合性

ＯＬＥ 発側加入者交換機

ＯＵ 発ユーザ

ＰＳＴＮ 公衆交換電話網

ＲＥＬ 切断メッセージ

ＲＬＣ 切断完了メッセージ

ＳＣＣＰ 信号接続制御部

ＳＤＬ ＳＤＬ

ＳＰＣ 信号局コード

ＳＳＮ サブシステム番号

ＳＵＢ サブアドレス

ＴＣ トランザクション能力

ＴＥ 中継交換機

ＴＵ 着ユーザ

ＵＳＩ ユーザサービス情報
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2. 解説

2.1. 概要

ユーザＡは、話中である旨の通知（トーンやメッセージ等）を受信後、ＣＣＢＳ付加サービスを要求す

ることができる。このとき網は、要求された着信先Ｂが空きになるのを監視する。着信先Ｂが空きになる

と、網は新たな呼に向けてリソースの再利用を許容するために短時間待つ。この時間内に着信先Ｂが当該

リソースを再利用しなかった場合、網は自動的にユーザＡを呼び出す。

ユーザＡがこのＣＣＢＳ再呼を受理した場合、網は自動的に着信先ＢへＣＣＢＳ呼を発する。

2.2. 特殊用語

節 1.3 用語と定義を参照。

2.3. テレコミュニケーションサービスへの適用範囲

ＣＣＢＳ付加サービスは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３０［15］で規定される全ての回線交換モードベアラ

サービスおよびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２４０［16］で規定される全てのテレサービス（次に示す２つのサー

ビスを除く）に適用できる。

(1)  テレビ電話テレサービスの呼2（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ７２１［17］を参照）

(2)  ２つ以上のＢチャネルを必要とする他の全ての回線交換テレコミュニケーションサービス

3. 運用上の要求条件

3.1. サービス提供／取消し

ＣＣＢＳ付加サービスは、サービス加入申込みに基づいて提供されるか、もしくは申込みをしなくても

全ての加入ユーザに対して一般的に使用できる形で提供される。ＣＣＢＳ付加サービスは、加入者の要求

により、あるいは管理上の理由により取り消される。

ＣＣＢＳの起動は、網監視のオプションとして、網が決定したユーザビジーもしくはビジーのどちらか

に対して許容される。そして空きはそれぞれ、“網が決定したユーザビジーでもチャネルビジーでもない”

もしくは“ビジーでもチャネルビジーでもない”のいずれかとして規定される。

網のオプションとして、着信先の整合端末の有無が確認される。

網のオプションとして、ＣＣＢＳビジーは、“網が決定したユーザビジーまたはユーザＡに対するＣＣ

ＢＳ再呼保留”もしくは“ビジーもしくはユーザＡに対するＣＣＢＳ再呼保留”のいずれかが規定される。

3.2. 発側網の要求条件

発側加入者交換機は、ＣＣＢＳ付加サービスを扱うためのＴＣ能力を具備する［8］。発側網は、ＴＣオ

ペレーションをルーチングするためのＳＣＣＰ能力［7］を具備する。

3.3. 着側網の要求条件

着側加入者交換機は、ＣＣＢＳ付加サービスを扱うためのＴＣ能力を具備する。着側網は、ＴＣオペレ

ーションをルーチングするためのＳＣＣＰ能力を具備する。

3.4. 中継網の要求条件

中継網は、ＴＣオペレーションをルーチングするためのＳＣＣＰ能力を具備する。
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4. コーディング上の要求条件

4.1. はじめに

本節は、ＣＣＢＳ付加サービスを提供するために必要な情報のコーディングについて記述している。次

に示す２つのプロトコルに関するコーディングが明記されている。

(1)  ＩＳＵＰ［10］

(2)  ＣＣＢＳのためのＡＳＥ

4.2. コーディング条件

4.2.1. ＩＳＵＰプロトコル

4.2.1.1. ルーチングに関係する信号アスペクト

ＣＣＢＳ呼の場合、ＩＡＭメッセージ内順方向呼表示パラメータのＩＳＵＰ１リンク希望表示（ＩＰＩ）

は“ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である”にセットされる。

いくつかのインタラクションに対しては、ＩＳＵＰ－Ｘ信号能力なしでサービス可能である。7章を参照。

4.2.1.2. ＲＥＬメッセージ内理由表示パラメータのＣＣＢＳ表示

着側加入者交換機における話中時再呼出し付加サービス（ＣＣＢＳ）の起動可能性の表示は、理由表示

値＃１７

もしくは＃３４

であるＲＥＬメッセージ内理由表示パラメータの診断フィールドに設定される。ただし、最初の呼が基本

呼で“ＣＣＢＳをサポートしているＩＳＵＰ”信号方式が使われても、診断フィールドが必ずしも転送さ

れるとは限らない。

注）理由表示値＃３４は私設網とのインタワーク時に適用される。

診断フィールドのＣＣＢＳ表示は次のようにコーディングされる。

ビット８－１ ００００００００ 予備

０００００００１ ＣＣＢＳ可能

００００００１０ ＣＣＢＳ不可能

００００００１１

       ｜ 予備

０１１１１１１１

１０００００００

       ｜ 国内使用のため留保

１１１１１１１０

１１１１１１１１ 拡張のため留保

4.2.1.3. ＣＣＳＳ呼表示

ＣＣＳＳ呼表示は、ＣＣＳＳパラメータによって転送される。

ＣＣＳＳパラメータ

ＣＣＳＳパラメータのフォーマットは、図３－１／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］で示される。

＃

＃
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

図３－１／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］ ＣＣＳＳパラメータ

(ITU-T Q.733.3)

ＣＣＳＳパラメータフィールドには、次のコードが使用される。

ビット Ａ： ＣＣＳＳ呼表示

０ 表示なし

１ ＣＣＳＳ呼

ビット Ｈ－Ｂ： 予備

ＣＣＳＳパラメータのコード値は、０１００１０１１である。

4.2.2. ＣＣＢＳのためのＡＳＥ

4.2.2.1. 概要

4.2.2.1.1. サブシステム番号

サブシステム番号（ＳＳＮ）値００００１０１１がＩＳＤＮ付加サービスＡＳＥに割り当てられている。

4.2.2.1.2. オペレーションリスト

発側加入者交換機 → 着側加入者交換機：

(1)  ＣＣＢＳ要求（起動） クラス１

(2)  ＣＣＢＳ中断 クラス４

(3)  ＣＣＢＳ再開 クラス４

(4)  ＣＣＢＳ取消 クラス４

着側加入者交換機 → 発側加入者交換機：

(1)  ＣＣＢＳ要求（結果、エラー） クラス１

(2)  リモートユーザ空き クラス４

(3)  ＣＣＢＳ取消 クラス４

4.2.2.1.3. パラメータ種別リスト

アドレスおよび識別パラメータ

(1)  発番号

(2)  着番号

注）国際発信呼において発番号表示が許容された場合、国番号は発側加入者交換機で発番号に付加される。

サービスマネージメントパラメータ

(1)  保留がサポートされている

(2)  取消理由

加入者マネージメントパラメータ

(1)  ユーザサービス情報

＃
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(2)  ユーザサービス情報プライム（注）

(3)  アクセス転送

注）ユーザサービス情報プライムパラメータは、フォールバック能力コネクション種別に関する信号手順

に使用される。

4.2.2.1.4. アプリケーションエラーリスト

(1)  短期拒否

(2)  長期拒否

4.2.3. 抽象構文・全般

節4.3は、抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）［6］を用いたＣＣＢＳ ＡＳＥプロトコルに関する抽象構文を

明記している。

その各値はＡＳＮ．１タイプＴＣＡＰメッセージの値である。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７

７４およびITU-T勧告Q.775で規定されるメッセージタイプは、節4.3に含まれるオペレーション規定とエラ

ー規定により定められる規定とともに、ＣＣＢＳ ＡＳＥ手順のための抽象構文を構成している。

この抽象構文に適用されるコーディングの方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７７４および

ITU-T勧告Q.775で規定されている。ＴＣコンポーネントに対するオペレーション（OPERATION）とエラー

マクロ（ERROR MACRO）のマッピングもまたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７７４およびITU-T

勧告Q.775に記述されている。

（OPERATIONおよびERRORの）“パラメータ（PARAMETER）”または“結果（RESULT）”に伴うＡ

ＳＮ．１データ種別は、構文的観点から見ると常にオプショナルである。しかし、意味的観点から見ると、

特別な記述を除いて、必須であると考えられる。

必須要素が何かのコンポーネントまたは内部データ構成から欠落していると、拒否コンポーネントが返

送される（ダイアログがまだ確立されている場合）。この時使用される問題理由は、“不正パラメータ”

である。

4.3. 抽象構文記法（ＡＳＮ．１）モジュール

表３－１／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７７４およびITU-T勧告Q.775

で規定されるオペレーション（OPERATION）とエラーマクロ（ERROR MACRO）およびCCITT勧告X.208

とX.680［6］で規定されるＡＳＮ．１を用いたＣＣＢＳ付加サービスに必要なオペレーション（OPERATION）、

エラー（ERROR）およびタイプの定義を示している。

これらオペレーション、エラーおよびタイプをコーディングするコンポーネントタイプの正式な規定は、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７７４およびITU-T勧告Q.775で提供されている。

＃

＃

＃
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表３－１／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

ＣＣＢＳ付加サービスにおけるオペレーションの規定

(ITU-T Q.733)

CCBS-Protocol {itu-t recommendation q 733 3 modules(2) operations-and-errors(1) version 2(2)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS::=

BEGIN

IMPORTS

OPERATION, ERROR
FROM TCAPMessages {ccitt recommendation q 773 moduleA(0)};

--オペレーションタイプ

CcbsRequest::= OPERATION
    PARAMETER SEQUENCE{

calledPartyNumber CalledPartyNumber,
retainSupported BOOLEAN DEFAULT FALSE,
userServiceInf [1] IMPLICIT USICode OPTIONAL,
callingPartyNumber [2] IMPLICIT CallingPartyNumber

OPTIONAL,
        -- userServiceInfPrime [3] IMPLICIT USICode OPTIONAL,

accessTransportParameter [4] IMPLICIT AccessTransport OPTIONAL,
        -- additionalCalledNumber [5] IMPLICIT  GenericNumber
        -- OPTIONAL,

 …}

    RESULT SEQUENCE{
retainSupported BOOLEAN DEFAULT FALSE,...}

    ERRORS {
ShortTermDenial,
LongTermDenial}

--タイマT = CCBS-T2

CcbsCancel ::=     OPERATION
PARAMETER
cancelCause CauseCode OPTIONAL   -- （注１）

--cancelCauseパラメータはオプションであり、

--ある条件下では送出されない。

CcbsSuspend ::=     OPERATION

CcbsResume ::=     OPERATION

RemoteUserFree ::=     OPERATION

--エラータイプ定義

ShortTermDenial ::=     ERROR

LongTermDenial ::=     ERROR

＃

＃

＃
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--定数およびデータ種別定義

CalledPartyNumber ::= OCTET STRING (SIZE (3..maxCalledPartyNumberLength))  -- （注２）

-- 着番号は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に記述されるようにコード化される。

CallingPartyNumber ::= OCTET STRING (SIZE (3..maxCallingPartyNumberLength))  -- （注２）

-- 発番号は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に記述されるようにコード化される。

CauseCode ::=     ENUMERATED{
cCBS-T3-Timeout (1),
cCBS-T4-Timeout (2),
cCBS-T7-Timeout (3),
cCBS-T9-Timeout (4)}

USICode ::= OCTET STRING (SIZE (4..13))  -- （注２）

-- USIコードは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に記述されるようにコード化される。

AccessTransport ::= OCTET STRING (SIZE (1..maxAccessTransportLength))
-- ATPは、TTC標準JT-Q931に記述されるように、

-- HLC, LLC, 発番号SUBおよび着番号SUBを送出するために使用される。

GenericNumber ::= OCTET STRING (SIZE (3..maxGenericNumberLength))  -- （注２）

--汎用番号は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に記述されるようにコード化

--される。

--番号情報識別子は含まない。

maxAccessTransportLength INTEGER::=255
maxCalledPartyNumberLength INTEGER::=255  --（注２）

maxCallingPartyNumberLength INTEGER::=255  --（注２）

maxGenericNumberLength INTEGER::=255  --（注２）

--オブジェクト識別パス

ccbsOID OBJECT IDENTIFIER ::= {itu-t recommendation q 733 3 operations-and-errors(1)}

--オペレーション値

ccbsRequest CcbsRequest ::= globalValue:{ccbsOID ccbsrequest(1)}

ccbsCancel CcbsCancel ::= globalValue:{ccbsOID ccbscancel(2)}

ccbsSuspend CcbsSuspend ::= globalValue:{ccbsOID ccbssuspend(3)}

ccbsResume CcbsResume ::= globalValue:{ccbsOID ccbsresume(4)}

remoteUserFree RemoteUserFree ::= globalValue:{ccbsOID remoteuserfree(5)}

--エラー値

shortTermDenial ShortTermDenial ::= globalValue:{ccbsOID shorttermdenial(6)}

longTermDenial LongTermDenial ::= globalValue:{ccbsOID longtermdenial(7)}

END –CCBSプロトコル定義の終了

注１）cancelCauseはオプションであり、ITU-T勧告の脱字だと思われるため、本標準では修正している。

注２）CalledPartyNumber、CallingPartyNumber、USICodeおよびGenericNumberのSIZEについては、ITU-T勧

告の誤記と思われるため、本標準では修正している。
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5. 信号手順

着信先Bへの呼がビジー状態に遭遇し着側加入者交換機がＣＣＢＳ付加サービスをサポートしている場

合、着側加入者交換機はＣＣＢＳが可能か否かを表示するために切断メッセージ（ＲＥＬ）内の理由表示

パラメータの診断情報フィールドを設定する。

例えば、着側加入者交換機において着信先BユーザがＣＣＢＳを許可されていなければ、診断情報に「Ｃ

ＣＢＳ不可能」を設定する。許可されていれば、診断情報に「ＣＣＢＳ可能」が設定される。

5.1. 活性化/非活性化/登録

5.1.1. 活性化

5.1.1.1. 発側加入者交換機での動作

5.1.1.1.1. 正常手順

注1) ユーザＡがユーザＢのビジーに遭遇すると、網はある定められた期間（継続タイマ）呼情報を保持す

る。この期間中、ユーザＡはＣＣＢＳ付加サービスを活性化できる。

注2) ユーザＡはある限られた数だけＣＣＢＳ要求を待ち合わせることができる。この限度は網提供者オプ

ション（最大値５）である。

発側加入者交換機が、着側加入者交換機より理由表示パラメータの値が＃１７

または＃３４

でかつ診断情報として「ＣＣＢＳ可能」表示あるいは「ＣＣＢＳ不可能」表示を持つ切断メッセージ（Ｒ

ＥＬ）を受信した場合、発側加入者交換機はその情報を呼制御に渡す。

注) 発側加入者交換機がＣＣＢＳサービスをサポートしており、ユーザＡがＣＣＢＳを許容されていて、

発側加入者交換機が理由表示値＃１７

または＃３４

でかつ診断情報が「ＣＣＢＳ可能」表示である切断メッセージ（ＲＥＬ）を受信した場合、発側加入者交

換機は基本呼保持手順を開始する。着側加入者交換機より、「ＣＣＢＳ不可能」の診断情報を受信した場

合には、特別な手順はとられない。

ＣＣＢＳ表示の値が認識不可である場合には、網はあたかもＣＣＢＳ表示が全く受信されなかったかの

ように動作する。これらの手順を節7.1に記述する。

発側加入者交換機がＣＣＢＳ要求を受信しこの要求を受理する場合には、発側加入者交換機は次の情報

を含むCcbsRequest起動コンポーネントを着側加入者交換機に送信する。

－ calledPartyNumberパラメータには着信先Ｂの番号が含まれる。

－ userServiceInfパラメータには第一呼の伝達能力が可能ならば含まれる。

－ retainSupportedパラメータで発側加入者交換機が保持オプションをサポートしているかどうかが表示さ

れる。

－ callingPartyNumberパラメータにはユーザＡの番号が含まれる。

   注) 設定は網提供者オプションである。

－ userServiceInfPrimeパラメータとaccessTransportパラメータには第一呼の整合性情報が含まれる。

－ TC起動プリミティブによりTCへＣＣＢＳ要求オペレーションタイマＣＣＢＳ－Ｔ２の開始を指示する。

注1) ＣＣＢＳのサポートにおいて発側加入者交換機により保持される呼情報は、可能であれば、第一呼の

次の基本呼パラメータに相当するものである。

＃

＃
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ユーザサービス情報

ユーザサービス情報プライム

アクセス転送

発番号

着番号

注2) ＣＣＢＳと他の付加サービスとの相互動作によりその他の情報の保持が必要となる場合がある。6章

を参照。

CcbsRequest結果 応答コンポーネントの受信により、発側加入者交換機は以下の動作をする。

(1) retainSupportedパラメータが受信されたか否かの情報を保持する。

(2) サービス要求が受理されたことを示すためユーザＡにＣＣＢＳ要求受理を返す。

(3) サービス継続タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ３）を開始する。

話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）付加サービスを活性化させると、ユーザＡは通常どおり呼の発着ができる。

5.1.1.1.2. 例外手順

CcbsRequest起動コンポーネントへの応答としてTC-P-アボートプリミティブまたはTC-U-アボート・TC-U-

拒否・TC-L-取消プリミティブのいずれかを受信すると、サービス要求は短期拒否を理由として拒否される。

CcbsRequest起動コンポーネントへの応答としてTC-通知を受信すると、サービス要求は長期拒否を理由

として拒否される。

5.1.1.2. 着側加入者交換機での動作

5.1.1.2.1. 正常手順

CcbsRequest起動コンポーネントの受信により、着側加入者交換機で整合性確認が実施される場合がある

（網オプション）。整合端末が存在するか、整合性確認が不要である場合、着側加入者交換機は以下の動

作をとる。

(1) CcbsRequest起動コンポーネント内で受信した情報を着信先Bのキューで蓄積する。

(2) CcbsRequest結果 応答コンポーネントを発側加入者交換機へ返送する。

－ CcbsRequest起動コンポーネントで受信したretainSupportedパラメータが発側加入者交換機で保持オ

プションをサポートしている(TRUEとコード化)ことを表示しているならば、CcbsRequest結果 応答コ

ンポーネントで転送するretainSupportedパラメータで着側加入者交換機が保持オプションをサポート

するか否かを表示する。

－ CcbsRequest起動コンポーネントで受信したretainRequestパラメータがFALSEとコード化されている

場合には、CcbsRequest結果 応答コンポーネントで転送するretainSupportedパラメータをデフォルト値

(FALSE)と設定する。

(3) ＣＣＢＳサービス監視タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ７）を開始する。

(4) 着信先Ｂが空きになるのを監視する。

5.1.1.2.2. 例外手順

(1) CcbsRequest起動コンポーネント到着時、着信先Bがビジーでなくなっていた場合

CcbsRequest起動コンポーネント到着時、着信先Bがビジーでなくなっていた場合には、着加入者交換機

は、節5.1.1.2.1で述べる正常手順を適用する。

(2) CcbsRequest起動コンポーネントが、整合性確認で必要なUserServiceInformationパラメータを含んでいな

＃
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い場合

UserServiceInformationパラメータを含まないCcbsRequest起動コンポーネントを受信した場合、着側加入

者交換機は「3.1kHzオーディオ」呼に相当する伝達能力情報をUserServiceInformationパラメータに割り

当てる。

(3) ＣＣＢＳ付加サービスの活性化を受理できないとき

着側加入者交換機においてＣＣＢＳ付加サービスの活性化を受理できないとき、次の場合には、短期拒

否を表してCcbsRequestエラー応答コンポーネントを発側加入者交換機に返送する。

－ 着信先Bで待ち合わせている要求数が最大値に達している場合

－ ある付加サービスとの相互動作があり、それが着信先においてＣＣＢＳ付加サービスの活性化を許

容しない場合

－ 着信先Bで整合端末が存在しないとき

これらの他の場合には、長期拒否を表してCcbsRequestエラー応答コンポーネントを発側加入者交換機へ

返送する。

5.1.2. 非活性化

5.1.2.1. 発側加入者交換機での動作

5.1.2.1.1. 正常手順

ユーザＡから非活性化要求を受信すると、発側加入者交換機は、cancelCauseパラメータなしで、CcbsCancel

起動コンポーネントを着側加入者交換機へ、関連するトランザクションすべてに対して、送信する。ユー

ザＡへは非活性化が成功したことが通知される。リソースは解放される。

CcbsCancel起動コンポーネントで受信される任意のcancelCauseによるＣＣＢＳ要求の非活性化によって、

当該要求は発側ＣＣＢＳ要求登録から外される。

5.1.2.1.2. 例外手順

  次の場合、このサービスの特定の要求は自動的に非活性化され、ユーザAへ通知される。

(1) ＣＣＢＳサービス継続タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ３）が満了した場合

－ タイマＣＣＢＳ－Ｔ３が最初に満了した時には、発側加入者交換機はcancelCause「ＣＣＢＳ－Ｔ３

タイムアウト」を伴うCcbsCancel起動コンポーネントを着側加入者交換機に送信する。

発側加入者交換機でリソースは解放される。

(2) ＣＣＢＳ再呼出しが受理されない場合

－ ＣＣＢＳ再呼出しタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ４）が満了する前にユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを受け容

れなければ、ＣＣＢＳ要求は非活性化される。発側加入者交換機はcancelCause 「ＣＣＢＳ－Ｔ４タ

イムアウト」を伴うCcbsCancel起動コンポーネントを着側加入者交換機に送信する。

5.1.2.2. 着側加入者交換機での動作

5.1.2.2.1. 正常手順

CcbsCancel起動コンポーネントで受信される任意のcancelCauseによるＣＣＢＳ要求の非活性化によって、

当該要求は着信先ＢのＣＣＢＳ要求キューから外される。

5.1.2.2.2. 例外手順

ＣＣＢＳサービス監視タイマＣＣＢＳ－Ｔ７が満了すると、このサービスの特定の要求は自動的に非活
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性化される。

－ タイマＣＣＢＳ－Ｔ７が最初に満了した時には、着側加入者交換機は、cancelCause「ＣＣＢＳ－Ｔ７タ

イムアウト」を伴うCcbsCancel起動コンポーネントを発側加入者交換機に送信する。

着側加入者交換機でリソースは解放される。

5.1.3. 登録

適用しない。

5.2. 消去

適用しない。

5.3. 起動とオペレーション

5.3.1. 発側加入者交換機での動作

5.3.1.1. 正常手順

節5.1.1.1で記述した活性化手順の後、発側加入者交換機はRemoteUserFree起動コンポーネントを着側加入

者交換機から受信する場合がある。その場合、発側加入者交換機はユーザＡを再呼出しし（ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９５３を参照）、ＣＣＢＳ再呼出しタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ４）を開始する。

ユーザＡが、ＣＣＢＳ再呼出しタイマが満了する前に再呼出しを受理すれば、発側加入者交換機はタイ

マＣＣＢＳ－Ｔ４を停止し、ＣＣＳＳ呼表示と保持した呼情報（節5.1.1.1を参照）を含むアドレスメッセ

ージ（ＩＡＭ）を送信することにより着側加入者交換機へのＣＣＢＳ呼を起こす。順方向呼表示パラメー

タのＩＳＵＰ１リンク希望表示（ＩＰＩ）は「ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である」に設定される。

5.3.1.2. 例外手順

(1) ユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジーの場合

RemoteUserFreeコンポーネントを受信したときにユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジーの場合、ユ

ーザＡに通知され、ＣＣＢＳ要求はユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジーでなくなるまで中断され

る。網はユーザＡからこの通知への応答を期待しない。発側加入者交換機はCcbsSuspend起動コンポー

ネントを着側加入者交換機へ送信する。

ユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジーでなくなると、発側加入者交換機はCcbsResume起動コンポ

ーネントを着側加入者交換機に送信する。着側加入者交換機からのResumeUserFree起動コンポーネント

の受信で、発側加入者交換機はユーザＡへＣＣＢＳ再呼出しを行う。

発側加入者交換機がいくつかのCcbsSuspend起動コンポーネントを異なる着側加入者交換機に送出して

いて、ユーザＡがビジーでもＣＣＢＳビジーでもなくなった場合には、ユーザＡにおいてビジーでもＣ

ＣＢＳビジーでもない整合端末への中断中ＣＣＢＳ要求が存在する各着側加入者交換機へ向けて

CcbsResume起動コンポーネントを送信する。

(2) ユーザＡがＣＣＢＳ付加サービスを再活性化する場合

ユーザＡが特定の着信先ＢへのＣＣＢＳ再呼出しを待たず、同じ（ビジーの）着信先Ｂへ呼を設定し再

度ＣＣＢＳ付加サービスを要求する場合には、網オプションとして、次が実行される。

    (i)    網は同一のＣＣＢＳ要求が既にあるかどうかをチェックする。
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－ ある場合、最初の要求を保持し今回の要求を破棄して、ユーザＡには要求された着信先Ｂへの

ＣＣＢＳ要求が既に蓄積されているため要求は受理できない旨を通知する。

－ ない場合、この要求をあらたなＣＣＢＳ要求として取り扱う。

二つのＣＣＢＳ要求が同一のものであることを判定するために、網は、基本呼情報(即ち、ベアラサ

ービス要求条件およびテレサービス要求条件)と着選択情報・発ユーザ番号（もしあれば）のみを比

較すればよい。

(ii)    網は、既にある同一のＣＣＢＳ要求をチェックせず、この新たなＣＣＢＳ要求に対して節

5.1.1.1.1の手順を適用する。

(3) ＣＣＢＳ呼が失敗となる場合

ＣＣＢＳ呼失敗となる場合、ユーザＡは基本呼手順に対するものとして通知される。

受信した切断メッセージ（ＲＥＬ）が理由表示値＃１７

か＃３４のいずれか

を含む場合、二つの可能性がある。

－ 保持オプションが網間に渡ってサポートされているならば、発側加入者交換機はトランザクション

リソースを保持しタイマＣＣＢＳ－Ｔ３は再開始しない。ユーザＡがＣＣＢＳを再活性化しようとす

る時は、これを節5.3.1.2(2)で記述されているように取り扱う。

－ 保持オプションが網間に渡ってサポートされていない場合には、発側加入者交換機はトランザクシ

ョンリソースを解放する。ＣＣＢＳ要求は非活性化され、ユーザＡはそれに応じて通知される。ユー

ザＡがＣＣＢＳを再活性化しようとする時は、次の内いずれかが適用される。

－ 受信した切断メッセージ（ＲＥＬ）がＣＣＢＳ表示を含んでいれば節5.1.1.1の手順に従う。

－ 受信した切断メッセージ（ＲＥＬ）がＣＣＢＳ表示を含んでいなければインタワークが適用され

節7.1の手順に従う。

受信した切断メッセージ（ＲＥＬ）が理由表示値＃１７

あるいは＃３４

以外を含む場合には発側加入者交換機はCcbsCancel起動コンポーネントを着側加入者交換機に送信す

る。ＣＣＢＳ要求は非活性化され、ユーザＡはそれに応じて通知される。

注）網によってはCCBS呼による網輻輳の確率を押さえる動作をとる場合がある。

(4) 発側加入者交換機が送信しているCcbsSuspend起動コンポーネントに対してTC-通知表示プリミティブ

を受信する場合

発側加入者交換機が、着側加入者交換機へ送信しているCcbsSuspend起動コンポーネントに対してTC-

通知表示プリミティブを受信する場合、タイマＣＣＢＳ－Ｔ３を停止し、要求を削除してTCリソース

を解放する。

(5) 発側加入者交換機が送信するCcbsResume起動コンポーネントに対してTC-通知表示プリミティブを受

信する場合

発側加入者交換機が着側加入者交換機へ送信しているCcbsResume起動コンポーネントに対してTC-通

知表示プリミティブを受信する場合、タイマＣＣＢＳ－Ｔ３を停止し、要求を削除してTCリソースを

＃

＃
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解放する。

5.3.2. 中継交換機での動作

5.3.2.1. 正常手順

中継交換機は、切断メッセージ（ＲＥＬ）の診断情報フィールドをＣＣＢＳ表示を含めて透過に前位局

へ中継する。また、アドレスメッセージ（ＩＡＭ）のＣＣＳＳ呼表示を透過に後位局へ中継する。ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｑ７６４で記述された基本呼手順が適用される。

5.3.2.2. 例外手順

なし。

5.3.3. 出側国際関門交換機での動作

5.3.3.1. 正常手順

出側国際関門交換機は、切断メッセージ（ＲＥＬ）の診断情報フィールドをＣＣＢＳ表示を含めて透過

に前位局へ中継する。また、アドレスメッセージ（ＩＡＭ）のＣＣＳＳ呼表示を透過に後位局へ中継する。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６４で記述された基本呼手順が適用される。

5.3.3.2. 例外手順

なし。

5.3.4. 入側国際関門交換機での動作

5.3.4.1. 正常手順

入側国際関門交換機は、切断メッセージ（ＲＥＬ）の診断情報フィールドをＣＣＢＳ表示を含めて透過

に前位局へ中継する。また、アドレスメッセージ（ＩＡＭ）のＣＣＳＳ呼表示を透過に後位局へ中継する。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６４で記述された基本呼手順が適用される。

5.3.4.2. 例外手順

なし。

5.3.5. 着側加入者交換機での動作

5.3.5.1. 正常手順

着信先Ｂがビジーでなくなると、着側加入者交換機は着信先Ｂのキューの状態をチェックする。

ＣＣＢＳキュー内のあるエントリがその時に処理中であれば、何の動作も取られない。

処理中でなければ、ＣＣＢＳキュー内のエントリは順に検査される。

－ 中断されているエントリはスキップされる。

－ エントリは中断されていなければ選択され、着側加入者交換機はＣＣＢＳ呼を完結するために必要な着

信先Bのインタフェース上のリソース(例えば、Ｂチャネル)を予約する。着信先Bは、予約されたアクセ

スリソースあるいは他の空きのリソースを発信呼のために使用することができる。

－ 着信先Ｂでの整合端末がビジーでないかチェックする。整合端末が空きでなければ、そのエントリはス

キップされる。

－ 整合端末が空きであれば、下に記述する手順が適用される。

－ 中断されておらずかつ整合端末が空きであるようなエントリが見つからないままキュー内のすべての

エントリをチェックし終わると、着側加入者交換機は予約したリソースを解放する。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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網は、着側加入者交換機において「着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）」を開始する。

ＣＣＢＳ－Ｔ８が満了すると選択されたＣＣＢＳ要求が処理される。

ＣＣＢＳ要求を処理する際に、整合端末が空で、予約したリソースが着信先Bでまだ利用可能であれば、

着側加入者交換機はＣＣＢＳ再呼出し手順を開始する。

ＣＣＢＳ再呼出し手順は次のように規定される。

－ RemoteUserFree起動コンポーネントを発側加入者交換機に送信する。

－ 再呼出しタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ９）を開始する。

網が着信先Ｂのインタフェース上での予約リソースを有する間に、アドレスメッセージ（ＩＡＭ）が着

側加入者交換機で受信されれば、着側加入者交換機は以下の動作をとる。

(1)  この新たな入呼がＣＣＳＳ呼表示を含むものかチェックする。ＣＣＳＳ呼表示を持たない入呼は、着

信先Ｂのキューに一つ以上のＣＣＢＳ要求がある場合、着信先Ｂへ提供されない。ここで、ＣＣＢＳ

要求は中断されておらず、サービス要求条件および着信選択情報が新たな入呼と同じであるとする。

(2)  基本呼情報に基づいてＣＣＢＳ呼に携わるリソースを決定する。

(3)  Ｂユーザに呼を提供する。

ユーザＢが整合性を持ち空きであれば、呼は基本呼制御手順（アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）、応

答メッセージ（ＡＮＭ）あるいは接続メッセージ（ＣＯＮ））で確立させられる。

着側加入者交換機が、（加入者空を伴う）アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）あるいは呼経過メッセー

ジ（ＣＰＧ）（呼出中）・接続メッセージ（ＣＯＮ）を送信するときには、次の動作をとる。

－ TCリソースを解放する。

－ タイマＣＣＢＳ－Ｔ７およびＣＣＢＳ－Ｔ９を停止する。

－ 着信先Ｂのインタフェース上に空リソースがあるかチェックする。

－ 空リソースが着信先Ｂのインタフェース上にないならば、それ以上の動作は行われない。

－ 空リソースが着信先Ｂのインタフェースにある場合には、着側加入者交換機は上記したように着

信先Bのキューへサービス提供を行う。

一つの着信先Ｂに対して着信先Ｂ ＣＣＢＳキューでいくつかのＣＣＢＳ要求を待ち合わせることがで

きる。着信先ＢのＣＣＢＳキューの厳密なサイズ（１から５エントリ）は、着網提供者のオプションであ

る。

網オプションとして、着網の保守者は個々のユーザに対するＣＣＢＳキューサイズを削減することがで

きる。削減されたサイズは長さ０となり得る。

同一の着信先に対する複数のＣＣＢＳ要求は待ち合わされ、ファーストインファーストアウト（ＦＩＦ

Ｏ）で処理される。（ＣＣＢＳ要求が最初に到達した）ユーザＡは、着信先Ｂがビジーでなくなり着信先

Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）が満了する度に最初に通知を受ける。

中断されているＣＣＢＳ要求はスキップされ、キューの次のＣＣＢＳ要求が選択される。

ＣＣＢＳ要求処理がＣＣＢＳ要求の中断やそのＣＣＢＳ要求の非活性化に終わると、着信先Ｂに対する

次のＣＣＢＳ要求が選択される。
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ユーザＡがビジーでなくなったりＣＣＢＳビジーでなくなったりしたことによりあるＣＣＢＳ要求が中

断でなくなり、その時点で着信先Ｂがビジーでなく同じキューの他のＣＣＢＳ要求が処理中でなければ、

着信先Ｂキューは、着信先ＢアイドルガードタイマＣＣＢＳ－Ｔ８を開始することなく再びサービス提供

を受ける。

すべてのＣＣＢＳ要求が取り消されているか中断されているため、キュー全体が処理されかつＣＣＢＳ

呼が生起しなければ、処理は完了し、ＣＣＢＳ要求の一つが中断でなくなったときにのみ再開される。

5.3.5.2. 例外手順

(1) 着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）が満了時に、リソースあるいは整合端末がもはや

利用可能でない場合

着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）が満了した時に、着信先Ｂでのアクセスリソースが

利用可能でない場合（例えば、整合端末が存在しない場合や着信先Bが出接呼を生起している場合）、

着信先Ｂのキューへのサービス提供は、着信先Bが再度ビジーでなくなるまで延期される。

着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）が満了した時に、整合性のあるずべての端末がビジ

ーであれば、着信先Ｂ ＣＣＢＳキューの次の要求が処理のために選択される。

(2) 着信先ＢのＣＣＢＳキューを処理している間に着信先ＢがRemoteUserFree表示を受ける場合（このユー

ザが他のＣＣＢＳ要求に対するユーザＡとなっている場合）

節6.19を参照（話中時再呼出し呼との相互動作）

(3)  ＣＣＢＳ呼着信時着信先Ｂがビジーである場合

網がＣＣＢＳ呼を生起しようとした時に着信先Ｂが再びビジーである場合、手順は、網間に渡って保持

オプションがサポートされているかに依存する。(節1.3(13)を参照)

(i)  網間に渡って保持オプションがサポートされていない場合、対応するＣＣＢＳ要求は取り消され

る。着側加入者交換機は通常の切断メッセージ（ＲＥＬ）（診断情報「ＣＣＢＳ可能」を伴う理

由表示値＃１７

 あるいは＃３４

 ）を発側加入者交換機に送信し、リソースを解放する。

(ii)  網間に渡って保持オプションがサポートされている場合、元のＣＣＢＳ要求はキュー内の位置を

保持する。この場合には、着側加入者交換機はトランザクションリソースを保持し、着信先Ｂ監

視を継続する、かつタイマＣＣＢＳ－Ｔ７を再開始せずにタイマＣＣＢＳ－Ｔ９を止め、切断メ

ッセージ（ＲＥＬ）（理由表示値＃１７

 または＃３４

）を送信する。

次の手順が適用される：発側加入者交換機と着側加入者交換機で適用されるオプションは、ＣＣＢＳ要

求手順に含まれるネゴシエーションにより決定される。

各交換機においてオプションなしの手順が、その交換機で保持オプションが利用可能でないとき、ある

いは受信したretainOptionが ０＝ｎｏでコード化されているとき、retainOptionパラメータが受信されな

かったときに、適用される。

＃

＃
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オプション有りの手順は、各交換機でこのオプションが利用可能で互いに肯定的な表示を受信した場合

に限り適用される。

(4)  ＣＣＢＳ呼が生起されない場合

ＣＣＢＳ再呼出し手順により、ＣＣＢＳ呼が結果として生起されない場合、再呼出しタイマＣＣＢＳ－

Ｔ９が満了する。この場合、着側加入者交換機はCcbsCancel起動コンポーネントを発側加入者交換機に

送信する。cancelCauseは「ＣＣＢＳ－Ｔ９タイムアウト」を表示する。網は、他にＣＣＢＳ呼が着信先

Ｂのキューになければ、着信先Ｂインタフェース上のアクセスリソースを利用可能とする。

(5)  送信しているRemoteUserFree起動コンポーネントに対してTC-通知を受信した場合

発側加入者交換機へ送信しているRemoteUserFree起動コンポーネントに対してTC-通知-表示を受信し

た場合には、タイマＣＣＢＳ－Ｔ７とＣＣＢＳ－Ｔ９とを停止し､キュー内の次の活性な要求がもしあ

ればサービスを提供する。サービス提供されていた要求は削除されTCリソースは着側加入者交換機で

解放される。

5.4. ＴＣおよびＳＣＣＰの使用

サービス監視および管理信号はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１～ＪＴ－Ｑ７７４およびITU-T勧告Q.775で規

定されるTCベースアプリケーションメッセージ（即ち、オペレーションとそれに対する結果、それぞれの

エラーメッセージ）により規定されている。これらのメッセージのコーディングを節4.3に示す。

5.4.1. ＳＣＣＰ網内のルーチング

国際インタフェースでのルーチングおよび

国内網でのＧＴ翻訳に基づくルーチングのため、ＳＣＣＰでの着信者アドレスおよび発信者アドレスは

次の条件を満たさなければならない。

－ SSN表示 1 (ISDN付加サービス用SSNが常に含まれる)

－ GT表示 0100 (翻訳タイプ・番号計画・コーディング体系・アドレス識別子を含む)

－ 翻訳タイプ 0001 0001 (翻訳表)

－ 番号計画 0001 (ISDN/電話番号計画(勧告E.164))

－ ルーチング識別子 0 (グローバルタイトルを基にルーチング)

代わりに、国内網でのルーチングについては、ＳＰＣに基づくＳＣＣＰアドレス法が適用されてもよい。

但し、大規模な国内網内では、SS No.7ルーチングデータの管理性を保つため、地域的な通信に対しては

ＳＰＣを、長距離通信に対してはＧＴ翻訳機構を併用するハイブリッドアドレス法を使用することが望ま

しい。

5.4.2. ルーチング用に使用される番号情報

ＧＴ翻訳機構を用いてダイアログを開始する交換機は、ＳＣＣＰ発信アドレスフィールドのＧＴとして

Ｅ．１６４サービスセンタアドレスを用いる。これにより、プライバシー規則に触れるような番号情報（例

えば、ＣＬＩ）が国際インタフェース上のルーチングで使用されることを防げる。

国際インタフェース上のルーチングでは、ＧＴ翻訳に用いる番号情報は、国番号および国内着信番号に

対するＥ．１６４番号計画に従う。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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5.4.3. ＳＣＣＰメッセージ返送手順

ＳＣＣＰメッセージ返送手順は、ＣＣＢＳ－ＡＳＥとTCプロトコル間のTCプリミティブによって常に必

要とされている。

5.4.4. ＣＣＢＳ－ＡＳＥとTC間で使用するプリミティブ

応答（結果 応答あるいはエラー 応答）が確認として扱われるか独立した表示として扱われるかに関し

ては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１では、次の図で説明している。

TCから利用可能なプリミティブが存在するため、発側加入者交換機がTC-起動-要求に対しする（成功し

た）応答として受信するのはTC-結果-L-表示である。

5.5. ダイアログ

5.5.1. 概要

同位エンティティ（TCユーザ）間でＣＣＢＳ用に定義されたダイアログは構造ダイアログである。ダイ

アログＩＤパラメータが、オペレーション処理プリミティブおよびトランザクション（ダイアログ）処理

プリミティブの両者で、どのコンポーネントがどのダイアログに属するかを決定するために使用される。

各TC-ユーザはある特定のダイアログに対して自分自身の参照を持つ。これらの参照はローカル参照であ

り、これらのローカル参照からプロトコル参照であるトランザクションＩＤ（メッセージに含まれる）へ

の対応付けはTCにより行われる。

すべてのオペレーションは同じダイアログに属する。

クラス１および４のみが使用される。

各TCメッセージは単一のＣＣＢＳオペレーションのみを転送する。

5.5.2. ダイアログ開始

発側加入者交換機は、ＣＣＢＳ要求オペレーション起動コンポーネントを着側加入者交換機に送信する

ためにTC-起動要求プリミティブを伴うTC-開始要求プリミティブを用いてダイアログを確立する。

着側加入者交換機は次のように応答する。

－ CcbsRequest結果 応答コンポーネントを送信してダイアログを確認し、かつCCBS要求オペレーションが

成功したことを表示するため、TC-起動要求プリミティブを伴うTC-継続要求プリミティブを用いて応答

TC-起動-要求

TC-起動-表示

TC-結果-L-表示 または

TC-U-エラー表示

TC-結果-L-要求 または

TC-U-エラー - 要求

図３－２／JT-Q733［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)
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する。

－ CcbsRequestエラー 応答コンポーネントを送信してダイアログを終了し、かつＣＣＢＳ要求オペレーシ

ョンが失敗したことを表示するため、TC-U-エラー要求プリミティブを伴うTC-終了要求プリミティブを

用いて応答する。

5.5.3. ダイアログ継続

ダイアログの継続は、TC-継続プリミティブを用いたクラス４オペレーションであることが想定されてい

る。クラス４オペレーションには結果はない。これらのオペレーションは以下のものである。

－ RemoteUserFree

－ CcbsSuspend

－ CcbsResume

5.5.4. ダイアログ終了

5.5.4.1. 基本終了

(1) ダイアログ終了は、次の場合、ＣＣＢＳアプリケーション（発側または着側加入者交換機）により、

CcbsCancel起動を送信するためのTC-起動要求プリミティブを伴うTC-終了要求プリミティブを使って

要求される。

(a) cancelCauseを伴う場合

－ ＣＣＢＳ－Ｔ３およびＣＣＢＳ－Ｔ４の満了時（発側加入者交換機）

－ ＣＣＢＳ－Ｔ７およびＣＣＢＳ－Ｔ９の満了時（着側加入者交換機）

(b) cancelCauseを伴わない場合

－ 呼制御からＣＣＢＳ呼の失敗表示を受信した時(着側加入者交換機)

－ 「保持」オプションがサポートされておらず着信先Ｂビジー（理由表示値＃１７

   または＃３４

   ）で切断メッセージ（ＲＥＬ）を送信した時（着側加入者交換機）

－ ユーザＡがサービスを非活性化した時（発側加入者交換機）

－ 網内でＣＣＢＳ呼生起が失敗したとき（発側加入者交換機）

－ ＣＣＢＳ呼が着信した時、次の着信転送サービスが活性化されていた場合（着側加入者交換機、

節6.10.2.2 (1) 参照)

－ CFU

－ CFB

(2) ダイアログ終了は、次の場合、ＣＣＢＳアプリケーション（発側または着側加入者交換機）により、

コンポーネントプリミティブを伴わないTC-終了要求プリミティブで要求される。

－ 着側加入者交換機からのアドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）（加入者空）または呼経過メッセージ（Ｃ

ＰＧ）（呼出し中）・応答メッセージ（ＡＮＭ）・接続メッセージ（ＣＯＮＮ）の送信

(3) ダイアログ終了は、次の場合、ＣＣＢＳアプリケーション（発側または着側加入者交換機）により、

CcbsRequestエラー結果コンポーネントを送信するためのTC-U-エラー要求プリミティブを伴うTC-終了

要求プリミティブを使って要求される。

－ 着信先Bキューのエントリ数が最大に達したとき、節5.1.1.2.2を参照

－ ユーザが該当の基本サービスを契約していなかったとき

＃
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－ 状態要求手順を用いた場合、着信先Bに整合端末が存在しないとき、節5.1.1.2.2を参照

－ CcbsRequest起動プリミティブが着信した時、次の着信転送サービスが活性化されていた場合 (節

6.10.2.2 (1) 参照)

－ CFU

－ CFNR

(4) ダイアログ終了は、次の場合、ＣＣＢＳアプリケーションにより、TC-U拒否要求プリミティブを伴う

TC-終了要求プリミティブを使って要求される。

－ コンポーネントチェックに失敗した場合

5.5.4.2. 異常終了

(2) TCユーザはサービスを停止する場合がある。この場合、同位間情報が、リモートTCユーザへアボート

が発行された時点で配送される。この場合は、理由を伴わないTC-U-アボート要求プリミティブが使わ

れる。

(3) 発側加入者交換機でＣＣＢＳ要求オペレーションタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ２）が満了すると、ＣＣＢＳ

－ＡＳＥはCcbsRequest起動コンポーネントの応答としてTC-L-取消表示プリミティブを受信する。この

場合、サービス要求もまた短期拒否を理由として拒否される。

(4) TC-通知またはTC-P-アボート表示プリミティブを受信すると、TCダイアログは終了し対応するＣＣＢ

Ｓ要求は削除される。

6. 他の付加サービスとの相互動作

6.1. コールウェイティング（ＣＷ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.2. コールトランスファ

6.2.1. イクスプリシット・コールトランスファ（ＥＣＴ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.2.2. シングルステップ・コールトランスファ

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.3. 接続先番号通知 （ＣＯＬＰ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.4. 接続先番号通知制限 （ＣＯＬＲ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.5. 発信者番号通知 （ＣＬＩＰ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

＃

＃

＃

＃

＃
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6.6. 発信者番号通知制限 （ＣＬＩＲ）

第一呼のＣＬＩＲ要求条件は発側加入者交換機で保持され、ＣＣＢＳ呼が生起した時に使用される。

第一呼のＣＬＩＲ要求条件は、CcbsRequestオペレーションの発信者番号へ適用される。即ち、ＣＬＩＲ要

求条件が発信者番号の表示を制限しているならば、発信者番号はCcbsRequestオペレーションに含まれない。

6.7. 閉域接続 （ＣＵＧ）

第一呼がＣＵＧ呼であれば、すべてのＣＵＧ情報は発側加入者交換機で蓄積され、ＣＣＢＳ呼生起のた

めに使用される。

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.8. 会議通話 （ＣＯＮＦ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

注) 会議主導者がビジーユーザへの呼へＣＣＢＳ付加サービスを活性化する場合、結果として起きるＣＣ

ＢＳ再呼が常に成功するとは限らない。即ち、ユーザＡは、着信先ＢがビジーでなくなったときにＣＣＢ

Ｓ呼を生起できない場合がある。（節5.3.1.2 (1)およびＪＴ－Ｑ９５３「ユーザＡがビジーあるいはＣＣＢ

Ｓビジーでなくなったとき」「ＣＣＢＳ再呼出し手順」を参照）。

6.9. ダイレクトダイヤルイン （ＤＤＩ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.10. 着信転送

6.10.1. ユーザＡにより活性化された着信転送

ＣＣＢＳ再呼出し呼は着信転送されない。それらの呼は、転送元において、ユーザＡへ着信する。

6.10.2. ユーザＢにより活性化された着信転送

6.10.2.1. 発側加入者交換機

影響なし。

6.10.2.2. 着側加入者交換機

(1) ＣＣＢＳ要求時着信転送が既に活性化されていた場合

ＣＣＢＳ要求受信で次を実行する。

－ 着信先ＢがＣＦＵを活性化していれば、着信先Ｂの加入者交換機は短期拒否を理由としてＣＣＢＳ

要求を拒否する（節5.5.4.1 (3)を参照）。ＣＦＵに加えて他の着信転送が活性化されていた場合には同

じ動作となる。

－ 着信先Ｂが、ＣＦＢのみを活性化させていた場合、着信先Ｂの加入者交換機はＣＣＢＳ要求を受理

する。

－ 着信先Ｂが、ＣＦＮＲを活性化していれば（加えてＣＦＢを伴っても伴わなくても）、着信先Ｂの

加入者交換機は短期拒否を理由としてＣＣＢＳ要求を拒否する（節5.5.4.1 (3)を参照）。

注） 加入者交換機はどのような呼毎転送の活性化もわからない。従って、ＣＣＢＳ要求は常にそのよ

うなユーザの加入者交換機により受理される。

(2) ＣＣＢＳ要求が受理された後、着信転送が活性された場合

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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ユーザＢが、ＣＣＢＳ要求が受理された後で、ＣＦＢまたはＣＦＮＲを活性化すると、待ち合わされて

いるＣＣＢＳ要求は着信先Ｂ ＣＣＢＳキューに保持され、特別な動作はとられない。

ユーザＢが、ＣＣＢＳ要求が受理された後で、ＣＦＵを活性化すると、次の手順が適用される。

－ ＣＦＵの活性化により、待ち合わされているＣＣＢＳ要求は、ＣＣＢＳサービス継続タイマ（ＣＣ

ＢＳ－Ｔ３）が満了するまで保持され、着信先Ｂの加入者交換機が着信先Ｂの監視を停止する。

－ ＣＦＵの非活性化により、少なくとも一つのＣＣＢＳ要求がキュー内にあれば、着信先Ｂの加入者

交換機は着信先Bの監視を開始する。

(3) ＣＣＢＳ呼

ＣＣＢＳ呼の着信により、ＣＦＵが活性化されていれば、そのＣＣＢＳ呼は通常の呼として転送され、

TC-ダイアログは着信先Bにより節5.5.4.1 (1)に従って終了される。転送されたアドレスメッセージ（Ｉ

ＡＭ）はＣＣＳＳパラメータを含まない。

ＣＣＢＳ呼の着信により、ＣＦＮＲが活性化されていれば、TC-ダイアログは着信先Ｂにより節5.5.4.1 (1)

に従って終了される。無応答タイマの満了後に、その呼は通常の呼として転送される。

ＣＣＢＳ呼の着信により、ＣＦＢが活性化されており着信先Ｂがビジーであれば、網オプションとして、

ＣＣＢＳ呼は次のいずれかをとられる。

－ 「ＣＣＢＳ要求の到達時着信先Ｂビジー」として扱う。

－ 通常呼として転送する。転送されたアドレスメッセージ（ＩＡＭ）のＣＣＳＳパラメータは削除さ

れる。TC-ダイアログは着信先Bにより節5.5.4.1 (1)に従って終了される。

着信先ＢがＣＣＢＳ呼の着信により呼毎転送付加サービスの起動を要求すると、次の動作となる。

－ 呼毎転送の要求が呼び出し前に行われれば、要求は拒否される。ＣＣＢＳ呼は節5.3.5に従って継続

される。

－ 呼毎転送の要求が呼び出し中に行われれば、要求は受理される。ＣＣＢＳ呼は通常の呼として転送

される。

6.11. 代表

  ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.12. 三者通話 （３ＰＴＹ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.13. ユーザ・ユーザ情報転送 （ＵＵＩ）

（第一呼の）ユーザユーザ表示中で送られたユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（サービス２および

サービス３）の活性化要求は、第一呼要求に含まれ、ＣＣＢＳ要求と共に蓄積される。

発側加入者交換機は、第一呼に含まれるどのようなユーザ・ユーザ情報も蓄積しない。ただし、ユーザ

ＡはＣＣＢＳ呼出しの応答にユーザ･ユーザ情報を含めることができる。

注）ユーザ･ユーザ情報を除く第一呼情報は発側加入者交換機により保持される。

＃

＃
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6.14. 複数加入者番号 （ＭＳＮ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.15. 保留 （ＨＯＬＤ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.16. 課金情報通知

6.16.1. 呼設定時の課金情報通知 （ＡＯＣ－Ｓ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.16.2. 通信中の課金情報通知 （ＡＯＣ－Ｄ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.16.3. 呼終了時の課金情報通知 （ＡＯＣ－Ｅ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.17. サブアドレス

着信ユーザサブアドレス（もしあれば）は、第一呼内で与えられ、CcbsRequest起動コンポーネントとそ

れに続くＣＣＢＳ呼に含まれる。

6.18. 端末移動 （ＴＰ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.19. 話中時再呼出し

交換機が、あるＣＣＢＳサービスの呼では着信先Ｂの交換機として、ＣＣＢＳサービスの別の呼ではユ

ーザＡの交換機として動作する場合には次の動作が適用される。

その交換機がリモートユーザ空表示を着信先Ｂ ＣＣＢＳキューの処理中に受信する場合、次の二つのケ

ースがある。

(1)  着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）が起動中である。リモートユーザ空表示がリモー

ト加入者交換機から受信され、再呼出しがユーザ（この呼については他のＣＣＢＳ要求に対するユー

ザＡである）へ開始されたことを表示していれば、自身のユーザへの再呼出しは実行中のＢキューの

処理に優先される。

(2)  再呼出しタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ９）が起動中である。アクセスリソースが利用可能か否かに依り、次

の動作が起きる。

(a)　予約されたリソース以外のリソースがなければ、アクセスはビジーと考えられ、節5.3.1.2 (2)の手

順が適用される。

(b)　他のリソースが利用可能であれば、節5.3.1.1の手順(ユーザが再呼出しを受理したとき)あるいは節

5.3.1.2 (1) （ユーザが再呼出しを受理しないとき）が適用される。

ＣＣＢＳ付加サービスとＣＣＢＳ要求を活性化したユーザが、そのユーザがＣＣＢＳビジーである間、

中断されており、続いてＣＣＢＳビジーではなくなると、その加入者交換機はCcbsResumeをすべての中断

されている（そのユーザが活性化した）ＣＣＢＳ要求に対して送信し、着信先ＢガードタイマＣＣＢＳ－

＃
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Ｔ８を（そのユーザで活性化されたＣＣＢＳ要求に対して）開始する。

着信先Ｂアイドルガードタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ８）の満了で、そのユーザがなおビジーでなければ（再

開がＣＣＢＳ呼に来ていなければ）、交換機は「RemoteUserFree」表示を送信する。

6.20. 悪意呼通知 （ＭＣＩＤ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.21. 着信課金 （ＲＥＶ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.22. 優先割り込み （ＭＬＰＰ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

注) ＭＬＰＰ呼の間、発信ユーザは、アクセス信号において、そのＭＬＰＰ呼に対してＣＣＢＳを活性化

できない。

6.23. 私設番号計画 （ＰＮＰ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.24. 国際通信チャージカード （ＩＴＣＣ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

6.25. グローバル仮想網サービス （ＧＶＮＳ）

ＩＳＵＰにもＣＣＢＳ－ＡＳＥにも影響はない。

7. 他網との相互動作

ユーザＡと着信先Ｂが異なる網に属する場合においても、両者間の通話パスに関係するすべての網が話

中時再呼出し付加サービス（ＣＣＢＳ）をサポートしている場合は話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）付加サー

ビスを活性化することができる。

7.1. ＣＣＢＳ能力を完全にサポートしていないＩＳＵＰ網との相互動作

注：以下の文でＩＳＵＰ－Ｘとは、ＣＣＢＳ付加サービスのサポートのためのＣＣＳＳ呼表示（ＣＣＳＳ

パラメータの）、及びＣＣＢＳ表示（理由表示値＃１７

、＃３４

の診断情報）を生成する能力を有するＩＳＵＰ－９２以降のバージョンを指す。

最初の呼及びＣＣＢＳ呼が通常呼であり、ＩＳＵＰ－Ｘ以外のバージョンのＩＳＵＰが使用されている

可能性がある場合、常にＣＣＢＳ表示及びＣＣＳＳ呼表示が転送されるわけではないためにＣＣＢＳ付加

サービスの提供は常時は保証されない。

ＩＳＵＰ－Ｘにおける診断情報のＣＣＢＳ表示に「ＣＣＢＳ可能」の値を含む切断メッセージ（ＲＥＬ）

を受信した場合であっても、以下の場合にはＣＣＢＳ呼は不成立となる。

－　アドレスメッセージでのＣＣＳＳ呼表示の転送をサポートしていない国内網のブルーブックＩＳＵＰ

と相互動作する場合

－　最初の呼（切断メッセージ（ＲＥＬ）で診断情報フィールドを転送する場合）がＩＳＵＰ－Ｘ（また

は中継ノードでのＩＳＵＰ－９２）で全ルート中継されたが、ＣＣＢＳ呼がCCITT勧告Q.767[9]のみを
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サポートした中継交換機でルーチングされる場合。相互動作と同位の相互動作の両方の場合がある。

網オプションとして、ＣＣＢＳ付加サービスは（加入者交換機での）ＩＳＵＰ－Ｘ能力または（中継交

換機での）ＩＳＵＰ－９２能力を持たない網でサポートされ得る。診断情報フィールドにＣＣＢＳ表示の

ない切断メッセージ（ＲＥＬ）を受信した場合においても、ユーザＡがＣＣＢＳサービスを活性化すれば

発側加入者交換機はCcbsRequest起動コンポーネントを起動生成することになる。発側加入者交換機がユー

ザＡのＣＣＢＳ要求によりCcbsRequest起動コンポーネントを起動生成するかの決定は、切断メッセージ（Ｒ

ＥＬ）の受信情報に依存する。その要求の結果はCcbsRequest結果コンポーネントまたはTC-通知表示プリ

ミティブの応答に依存する。切断メッセージ（ＲＥＬ）の情報、ＣＣＢＳ結果応答コンポーネント及びTC-

通知表示プリミティブによる要求に対する結果を表３－２／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］に示す。

この網オプションでは、信号方式はＣＣＢＳ呼のサポートのため、アドレスメッセージでのＣＣＳＳ呼

表示の転送をサポートすることになる。ＣＣＳＳ呼表示のコーディングとＩＳＵＰ－Ｘ及びＩＳＵＰ－９

２との相互動作は国内マターであり、本標準の対象外である。

理由表示値＃１７

または＃３４

を受信したことによりＣＣＢＳ呼が失敗した場合、またＣＣＢＳ保持オプションが網全体でサポートされ

ている場合、発側加入者交換機はトランザクションリソースを保持し、タイマＣＣＢＳ－Ｔ３を再起動す

ることはない。ユーザＡがＣＣＢＳを再活性化した場合の動作は節5.3.1.2 (3)に示した通りである。

表３－２／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

（ITU-T Q.733.3）

診断情報フィールドとCcbsRequest結果応答コンポーネント、

TC-通知表示プリミティブの組み合わせに関連するサービスの結果

診断情報フィールド受信（注３） 診断情報フィールド非受

信

CCBS可能 CCBS不可能

CcbsRequest結果応答コンポ

ーネント受信

(SCCP/TCエンド･エンド)

サービスはサポートされ

る（注１）

適用対象外 サービスはサポートされ

る（注１）

TC-通知表示受信

(SCCP/TC非エンド･エンド)

サービスはサポートされ

ない（注２）

適用対象外 サービスはサポートされ

ない（注２）

注１－CCBS許容もしくは短期拒否

注２－長期拒否

注３－理由表示値＃１７

      または＃３４            （＃）

      の診断情報受信

7.2. ＣＣＢＳ－ＡＳＥ能力を持たない網との相互動作

発側加入者交換機からＣＣＢＳ付加サービスをサポートしていない網へのＳＣＣＰ／ＴＣ能力が有効で

あれば、以下の項目が適用される。

－　着側ノードで表示されたサブシステムが供給されない、あるいは非許容の場合、ＳＣＣＰは応答手順

のメッセージを起動する。一方、サブシステムが有効であるがＣＣＢＳ－ＡＳＥが存在しない場合はダイ

アローグ開始要求は拒否される。（この拒否がＴＣによってなされるか、ＴＣユーザによってなされるか

は実装上の問題である。）

＃
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7.3. ＳＣＣＰ／ＴＣ能力を持たない網との相互動作

発側加入者交換機が、ＳＣＣＰ／ＴＣエンド・エンド能力がないことをTC-通知表示プリミティブと共に

ＳＣＣＰメッセージ応答手順により通知する場合、ダイアローグは終了する。これは、節7.1の表３－２で

いうＣＣＢＳ付加サービスがサポートされない場合に相当する。

7.4. １９９３年版ＳＣＣＰ能力を持たない中継網との相互動作

中継網が１９９３年版でないＳＣＣＰをサポートしている場合、受信したＣＣＢＳ要求が分割転送され

たＸＵＤＴメッセージ上にある場合は処理できない。発側のＴＣでは結果を受信できないため、ＣＣＢＳ

要求オペレーションタイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ２）は満了し、サービス要求は節5.1.1.1.2にしたがって拒否され

る。詳細はＳＣＣＰユーザガイド（ITU-T勧告Q.715[18]）を参照のこと。

分割転送されていないＣＣＢＳ要求は１９８８年版ＳＣＣＰとの相互動作によりサポートされる。

7.5. ＣＣＢＳサービスを利用するアナログ加入者とＰＳＴＮとの相互動作

ＰＳＴＮがアナログ加入者のために特有の（ＴＣ／ＳＣＣＰ／ＩＳＵＰを用いない）話中時再呼出し（Ｃ

ＣＢＳ）付加サービスをサポートしている場合、ITU-TＣＣＢＳとの相互動作は国内マターとなる。

国際間ＳＣＣＰリレーが必要となる可能性が高いが、この問題は本標準の対象外である。

7.6. ＰＳＴＮユーザとの相互動作

ＰＳＴＮユーザがＣＣＢＳをサポートしている場合、ＩＳＤＮとＰＳＴＮユーザ間で話中に遭遇した場

合にでもＣＣＢＳを起動することができる。一方の網が空塞状態を決定できない場合はＣＣＢＳ要求は拒

否される。

発側加入者交換機がＣＣＢＳをサポートしこの付加サービスがアナログのユーザＡに対して有効であり、

さらに発側加入者交換機が着側加入者交換機から理由表示値＃１７

／＃３４

及び「ＣＣＢＳ可能」表示の診断情報フィールドを含む切断メッセージ（ＲＥＬ）を受信した場合、発側

加入者交換機は保持タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ１）を起動する。着側加入者交換機から受信した診断情報フィ

ールドが「ＣＣＢＳ不可能」表示を含んでいる場合は網は特別な動作をしない。

7.7. 私設ＩＳＤＮとの相互動作

話中時再呼出し付加サービスは、公衆ＩＳＤＮ－私設ＩＳＤＮ間インタフェースの輻輳時は適用されな

い。したがって輻輳時は話中時再呼出付加サービスが起動されることはない。

注）パス予約法を用いる私設ＩＳＤＮもある。この場合例えば発信者が呼び返しされる前に私設網経由の

通話パスが予約される。

私設網が着側加入者交換機に対しＣＣＢＳ可能の旨通知し、着側加入者交換機が（切断メッセージ（Ｒ

ＥＬ）の理由表示パラメータ中の診断情報フィールドに）ＣＣＢＳ表示を設定可能な場合、ＣＣＢＳ表示

は「ＣＣＢＳ可能」と設定されなければならない。

私設網が着側加入者交換機にＣＣＢＳ可能の旨通知することができない場合は診断情報フィールドは設

定されない。

ユーザＡ、着信先Ｂの両方あるいは一方が私設網によりモニタ機能を有する場合、一方あるいは両方の

私設網の相互動作のため発側または着側加入者交換機で特有の手順が適用される。

この特有手順を以下に示す。
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7.7.1. 提供と取消

上述の通り、私設網のＩＳＤＮ番号には特有の番号計画が適用される。

7.7.2. 正常手順

7.7.2.1. 活性化、非活性化及び登録

7.7.2.1.1. 活性化

ユーザＡからＣＣＢＳ要求を受信した場合、発側加入者交換機は「保持サポート」の値を真に設定する。

この情報は着側加入者交換機からＩＳＰＢＸに送信され、（着信先がＩＳＰＢＸであれば）着信者から

ＣＣＢＳ要求結果応答を受信した場合に限り「保持サポート」の値は真に設定される。

もし受信した場合は発側加入者交換機は着側加入者交換機に対しＣＣＢＳ要求に付加着番号を送信する。

ＣＣＢＳ要求の中で着側加入者交換機が受信した付加着番号（オプションパラメータ）は着側私設網へ

転送される。

着側加入者交換機がＣＣＢＳ要求を受信する場合、リンク機構にＣＬＩを用いている既存の私設網との

相互動作を許容するために着側私設網に対してＣＬＩオプションパラメータが転送される。

着側加入者交換機は私設網にＣＣＢＳ要求を送出する際に監視タイマTsupを起動する。

発側加入者交換機はサービス活性化成功表示の受信時に監視タイマTsupを起動する。

7.7.2.1.2. 非活性化

発信者から非活性化要求を受信した場合、発側加入者交換機はＣＣＢＳ取消起動コンポーネントを含む

TC-終了プリミティブを着側加入者交換機に対してそれぞれの関連するトランザクションに関して送信す

る。ユーザＡが非活性化が成功したとの通知を受けた後、リソースは解放される。

7.7.2.1.3. 登録

適用対象外。

7.7.2.2. 消去

適用対象外。

7.7.2.3. 起動とオペレーション

私設網から「リモートユーザ空き」表示を受信した場合にのみ、着側加入者交換機からリモートユーザ

空き起動コンポーネントが発側加入者交換機へ送られる。

ＣＣＢＳ呼が完了した場合、私設網は着側加入者交換機へ成功結果を通知する。着側加入者交換機はコ

ンポーネントプリミティブを伴わないTC-終了要求プリミティブ（基本終了）によりTCダイアローグを終

了する。

7.7.3. 例外手順

7.7.3.1. 活性化、非活性化及び登録

7.7.3.1.1. 活性化

特記事項なし。

7.7.3.1.2. 非活性化

特記事項なし。
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7.7.3.1.3. 登録

特記事項なし。

7.7.3.2. 消去

適用事項なし。

7.7.3.3. 起動とオペレーション

7.7.3.3.1. 着信者側の例外状態

Tsupが満了した場合、着側加入者交換機はTC相互関係を解放する。この場合、CcbsCancel情報を私設網

へ送信せねばならない。また取消理由を伴わないCcbsCancel起動コンポーネントを発側加入者交換機へ転送

するためにTC-起動要求プリミティブと共にTC-終了要求プリミティブを送信する必要がある。

私設網内でＣＣＢＳ失敗状態に至った場合、着側加入者交換機にその旨通知される。着側加入者交換機

はコンポーネントプリミティブを伴わないTC-終了要求プリミティブ（基本終了）によりTCダイアローグ

を終了させる。

7.7.3.3.2. 発信者側の例外状態

Tsupが満了した場合、発側加入者交換機はTC相互関係を解放する。この場合、CcbsCancel情報を私設網

へ送信せねばならない。また取消理由を伴わないCcbsCancel起動コンポーネントを発側加入者交換機へ転送

するためにTC-起動要求プリミティブと共にTC-終了要求プリミティブを送信する必要がある。

私設網内でＣＣＢＳ失敗状態に至った場合、発側加入者交換機にその旨通知される。発側加入者交換機

はコンポーネントプリミティブを伴わないTC-終了要求プリミティブ（基本終了）によりTCダイアローグ

を終了させる。

7.7.3.3.3. 網輻輳

特記事項なし。
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＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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8. 信号フロー

アクセス側は参考のために記述している。ST点は同一の参照点とする。

8.1. 正常呼－発信者への着側話中表示の送信

[1]　 REL（話中）理由表示値＃１７

    または＃３４

着側加入者交換機でのCCBS能力は診断情報フィールドに示される。

図３－３／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

発ユーザ (A)

SET UP

CALL PROC

DISCONNECT

発側加入者交換

IAM

REL [1]

(BUSY)

RLC

中継交換機

IAM

REL [1]

RLC

着側加入者交換機

SET UP

DISCONNECT

RELEASE

REL COMPL

着ユーザ (B)

＃
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8.2. 正常呼－正常なＣＣＢＳ呼設定による正常なＣＣＢＳ要求

[1]　ＩＡＭには以下の情報を含む。

　－ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である

　－ＣＣＳＳ呼表示

[2]　ここでは網オプションの整合性チェックを示す。

図３－４／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

発ユーザ (A)

FACILITY
CCBS Req.inv

RELEASE

REL COMPL

FACILITY
CCBS Ack

FACILITY

status request
FACILITY

Free

FACILITY
remote user free

SET UP

accept CCBS

ALERT

CONN

FACILITY

CCBS erase

発側加入者交換機 中継交換機

TC-BEGIN
CCBS REQUEST (req.ind)

T2
TC-CONT

CCBS REQUEST (resp.conf)

T3

T7

T8

TC-CONT
REMOTE USER FREE

T4 T9

IAM [1] IAM [1]

ACM ACM

ANM
ANM

TC-END

着側加入者交換機

FACILITY [2]
status request

着ユーザ (B)

FACILITY [2]

compat.busy

FACILITY
status request

FACILITY
compat.free

FACILITY
status request
FACILITY
compat.free

SET UP

ALERT

CONN

CONN.ACK

CALL PROC
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8.3. ＣＣＢＳ要求不成功、着側活性化

[1]　ここでは網オプションの整合性チェックを示す。

図３－５／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

8.4. ＣＣＢＳ要求不成功、網終端

図３－６／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

発ユーザ (A)

FACILITY

CCBS Req.inv.

RELEASE

REL COMPL

FACILITY

CCBS Req error

発側加入者交換機

T2

中継交換機

TC-BEGIN
CCBS REQUEST (req.ind)

TC-END
CCBS REQUEST (error)

着側加入者交換機

FACILITY [1]

status request

FACILITY [1]

not compat.busy

着ユーザ (B)

発ユーザ (A)

FACILITY

CCBS Req.inv.

RELEASE

REL COMPL

FACILITY

CCBS Req error

発側加入者交換機

T2

中継交換機 着側加入者交換機

TC-BEGIN
CCBS REQUEST (req.ind)

TC-END
CCBS REQUEST (error)

着ユーザ (B)
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8.5. ＣＣＢＳ呼設定不成功後の正常なＣＣＢＳ要求

[1]　ＩＡＭは以下の情報を含む。

　－ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である

　－ＣＣＳＳ呼表示

[2]　ここでは網オプションの整合性チェックを示す。

[3]　TC-終了は発着両側から送信されうる。

図３－７／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

発ユーザ (A)

FACILITY

CCBS Req.inv

RELEASE

REL COMPL

FACILITY

CCBS Ack

FACILITY

status request

FACILITY

Free

FACILITY
remote user free

SET UP
accept CCBS

CALL PROC

DISCONNECT

RELEASE

REL COMPL

発側加入者交換機 中継交換機

TC-BEGIN
CCBS REQUEST (req.ind)

T2

T3

TC-CONT
CCBS REQUEST (resp.conf)

T7

T8

TC-CONT
REMOTE USER FREE

T4 T9

IAM [1]
IAM [1]

REL
REL

TC-END [3]

RLC
RLC

TC-END [3]

着側加入者交換機

FACILITY [2]

status request

着ユーザ (B)

FACILITY

compat.busy

(SET UP)

FACILITY
status  request

FACILITY
compat.free

FACILITY

status request
FACILITY

compat.free
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8.6. 発信者からのＣＣＢＳ要求時の着側空き

図３－８／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)

8.7. 着信者空き時の発信者話中

図３－９／ＪＴ－Ｑ７３３［Ⅲ］

(ITU-T Q.733)
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9. パラメータ値

9.1. 発側加入者交換機でのタイマ

ＣＣＢＳ－Ｔ１ 保持タイマ。このタイマはもともとの呼が話中に遭遇した情報を網が保持する時間を指

す。タイマ長は最短で１０分である（節7.6、ＰＳＴＮユーザとのインタワーク参照）。

ＣＣＢＳ－Ｔ２ ＣＣＢＳ要求タイマ。発側加入者交換機から着側加入者交換機へ送信された「ＣＣＢＳｓ

要求」の応答監視。ＣＣＢＳ－Ｔ２は信号方式が不可能な場合、信号失敗、あるいは着

側加入者交換機が応答しない場合に満了する。タイマ長は数秒とする。

ＣＣＢＳ－Ｔ３ ＣＣＢＳサービス継続タイマ（発側加入者交換機）。このタイマは発信者側起動された

サービスが網内で保持される時間を示す。このタイマ値は網オプションであるが、通常

１５～４５分である。

ＣＣＢＳ－Ｔ４ ＣＣＢＳ再呼出しタイマ。このタイマは発信者からＣＣＢＳの再呼を網が待つ最大時間

を示す。タイマ値は１０秒から３０秒の間である。

9.2. 着側加入者交換機でのタイマ

ＣＣＢＳ－Ｔ７ ＣＣＢＳサービス監視タイマ（ＣＣＢＳ－Ｔ７）はＣＣＢＳ－Ｔ３の満了が着交換機へ

通知されない場合に満了する。ＣＣＢＳ－Ｔ７はＣＣＢＳ－Ｔ３より長いタイマ値を持

つ。したがってＣＣＢＳ－Ｔ７は異常状態でのみ満了することになる。このタイマ値は

６０分が適当である。ＣＣＢＳ－Ｔ７が満了した場合、ＣＣＢＳ要求は発側加入者交換

機と同様着側加入者交換機でも取り消される。

ＣＣＢＳ－Ｔ８ 着信先Ｂアイドルガードタイマ。このタイマは、着信者が空き状態になってからリモー

トユーザ空き起動コンポーネントが発側へ転送される間の網側の遅延を規定する。タイ

マ値は０～１５秒である。

ＣＣＢＳ－Ｔ９ 再呼出しタイマ。ＣＣＢＳ－Ｔ９は非常時にのみ満了する。再呼が無応答だった場合は

発側加入者交換機のＣＣＢＳ－Ｔ４にて取り消されるからである。ＣＣＢＳ－Ｔ９のタ

イマ長は２０秒＋ＣＣＢＳ呼設定のための数秒である。

9.3. 相互動作タイマ

ＣＣＢＳ－Ｔsup 監視タイマ。発側または着側加入者交換機にて私設網が接続していて、発信者と着信者

が私設網である場合に使用される。タイマ長は６０分である。

10. 動的記述

ＣＣＢＳサービスのＳＤＬは必要性が認められない。

＃

＃

＃
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〔Ⅳ〕通信中機器移動（ＴＰ）

1. 定義

　通信中機器移動（ＴＰ）は、呼通信中状態において端末をあるソケットから他のソケットに移動するこ

とをユーザに許容する。さらに、本サービスは、呼通信中状態において呼をある端末から他の端末に移動

することも許容する。

2. 解説

2.1. 概要

　中断および再開の手順を要求することによって、発／着ユーザは、端末を取り外し及び再取り付けを行

うことにより端末の移動が可能となる。

　さらに、ある端末を他の適合性のある端末に取り替えること、端末もしくはソケットを変えずに呼を中

断、再開することが可能である。

　通信中機器移動サービスのステージ１定義は、標準ＪＴ－Ｉ２５３［Ⅳ］で与えられる。そのステージ

２記述は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．８５、４章に示される。ＤＳＳ１ステージ３記述は、標準ＪＴ－Ｑ９３５

［Ⅳ］で与えられる。通信中機器移動サービスのこのステージ３記述は、標準ＪＴ－Ｑ７６１からＪＴ－

Ｑ７６４とＪＴ－Ｑ７６６に定義されるＩＳＤＮユーザ部プロトコルを使用する。

2.2. 特殊用語

サービス対象ユーザ：中断及び再開を起動するユーザ

中断　　　　　　　：呼を中断するために送信されるメッセージ

再開　　　　　　　：呼を再開するために送信されるメッセージ

2.3. テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限

　標準ＪＴ－Ｉ２５３［Ⅳ］参照。

2.4. 状態定義

　新状態の定義はなし。

3. 運用上の要求条件

3.1. サービス提供／取消し

　標準ＪＴ－Ｉ２５３［Ⅳ］参照。

3.2. 発側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.3. 網内の要求条件

　運用上の要求条件はなし。

3.4. 着側の網に対する要求条件

　運用上の要求条件はなし。
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4. コーディング上の要求条件

　通信中機器移動付加サービスのために、“ＩＳＤＮユーザ起動”に設定された中断／再開表示を含む中

断（ＳＵＳ）及び再開（ＲＥＳ）メッセージが使用される。

5. 信号手順

5.1. サービスの開始／停止／登録

　サービスの開始／停止／登録はなし。

5.2. 起動と動作

5.2.1. 発信側加入者線交換機での動作

5.2.1.1. 通常動作

　中断（ＳＵＳ）メッセージは、呼を解放せずに通信を一時的に休止することを意味する。本メッセージ

は、会話／データフェーズにおいてのみ受入れ可能である。中断（ＳＵＳ）メッセージは、発もしくは着

ユーザからの中断要求の受信により生成される。

　再開（ＲＥＳ）メッセージは、通信を再開するための要求を意味する。発もしくは着ユーザから受信し

た呼切断要求は、中断／再開手順に優先して実行され、ＪＴ－Ｑ７６４　節２．３に記述される通常の呼

切断手順が適用される。

　 a) 　発ユーザにより起動される通信中機器移動

　発ユーザからの中断要求の受信により、発信側加入者線交換機は後位交換機に中断（ＳＵＳ）メ

ッセージを送信する。

　中断を制御する交換機は常に中断を起動したユーザの網に配置されるので、発信側加入者線交換

機が中断を制御する交換機となる。そして、再開要求の受信を保証するためのタイマＴ２を開始する。

　発ユーザからの再開要求の受信により、その交換機は後位交換機に再開（ＲＥＳ）メッセージを

送信しタイマＴ２を停止する。

　 b) 　着ユーザにより起動される通信中機器移動

　後位交換機からの中断（ＳＵＳ）メッセージの受信により、発信側加入者線交換機は中断が要求

されていることを発ユーザに通知する。

　後位交換機からの再開（ＲＥＳ）メッセージの受信により、発信側加入者線交換機は再開が要求

されていることを発ユーザに通知する。

5.2.1.2. 例外手順

　中断を制御する交換機において、再開要求の受信を監視するタイマＴ２が満了した場合、呼は理由表示番

号１０２（タイマ満了による回復）を用いて解放される。

5.2.2. 中継交換機での動作

5.2.2.1. 通常動作

　 a) 　発ユーザにより起動される通信中機器移動

　前位交換機からの中断（ＳＵＳ）メッセージの受信により、中継交換機は後位交換機に中断（Ｓ

ＵＳ）メッセージを送信する。

　前位交換機からの再開（ＲＥＳ）メッセージの受信により、中継交換機は後位交換機に再開（Ｒ

ＥＳ）メッセージを送信する。

　 b) 　着ユーザにより起動される通信中機器移動
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　後位交換機からの中断（ＳＵＳ）メッセージの受信により、中継交換機は前位交換機に中断（Ｓ

ＵＳ）メッセージを送信する。

　後位交換機からの再開（ＲＥＳ）メッセージの受信により、中継交換機は前位交換機に再開（Ｒ

ＥＳ）メッセージを送信する。

5.2.2.2. 例外手順

　例外手順はなし。

5.2.3. 出側国際関門交換機での動作

5.2.4. 入側国際関門交換機での動作

5.2.5. 着信側加入者線交換機での動作

5.2.5.1. 通常動作

　 a) 　発ユーザにより起動される通信中機器移動

　前位交換機からの中断（ＳＵＳ）メッセージの受信により、着信側加入者線交換機は中断が要求

されていることを着ユーザに通知する。

　前位交換機からの再開（ＲＥＳ）メッセージの受信により、着信側加入者線交換機は再開が要求

されていることを着ユーザに通知する。

　 b) 　着ユーザにより起動される通信中機器移動

　着ユーザからの中断要求の受信により、着信側加入者線交換機は前位交換機に中断（ＳＵＳ）メ

ッセージを送信する。

　中断を制御する交換機は常に中断を起動したユーザの網に配置されるので、着信側加入者線交換

機が中断を制御する交換機となる。そして、再開要求の受信を保証するためのタイマＴ２を開始す

る。

　着ユーザからの再開要求の受信により、その交換機は前位交換機に再開（ＲＥＳ）メッセージを

送信しタイマＴ２を停止する。

5.2.5.2. 例外手順

　中断を制御する交換機において、再開要求の受信を監視するタイマＴ２が満了した場合、呼は理由表示

番号１０２（タイマ満了による回復）を用いて解放される。

6. 他の付加サービスとの相互動作

6.1. コールウェイティング（ＣＷ）

　通信中機器移動が活性化されている間は、着信呼に対してはコールウェイティングは利用できない。

6.2. コールトランスファ（ＣＴ）

6.3. 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

 ＃

 ＃

 ＃
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6.4. 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.5. 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.6. 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.7. 閉域接続（ＣＵＧ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.8. 会議通話（ＣＯＮＦ）

6.9. ダイレクトダイヤル・イン（ＤＤＩ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.10. 着信転送サービス

6.11. 代表（ＬＨ）

6.12. 三者通話（３ＰＴＹ）

6.13. ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

6.13.1. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス１（ＵＵＳ１）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.13.2. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス２（ＵＵＳ２）

6.13.3. ユーザ・ユーザ情報転送、サービス３（ＵＵＳ３）

6.14. 複数加入者番号（ＭＳＮ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.15. 保留（ＨＯＬＤ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

6.16. 課金情報通知（ＡＯＣ）

6.17. サブアドレス通知（ＳＵＢ）

　ＩＳＵＰに影響なし。

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃
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6.18. 通信中機器移動（ＴＰ）

　規定対象外である。

6.19. 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

  現時点での相互作用はない。

6.20. 悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

6.21. 着信課金（ＲＥＶ）

6.22. 優先割り込み（ＭＬＰＰ）

6.23. プライベート番号計画（ＰＮＰ）

6.24. 国際テレコミュニケーションチャージカード

7. 他網との相互動作

　通信中機器移動をサポートしていない網とインタワークする場合、インタワーキング交換機はユーザ起

動の中断（ＳＵＳ）／再開（ＲＥＳ）メッセージを廃棄する。通知は適用されない。

8. 信号フロー

　信号フローは、図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅳ〕及び図８－２／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅳ〕に示される。

9. パラメータ値（タイマ）

　ＪＴ－Ｑ７６４、付属資料Ａに定義されるタイマＴ２

10. 動的記述

　動的記述は要求されない。

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃

 ＃



－ 57 － ＪＴ－Ｑ７３３

　　　　　　発信側加入　　　　中継　　　　　中継　　　　　中継　　　　　着信側加入

発ユーザ　　者線交換機　　　　交換機　　　　交換機　　　　交換機　　　　者線交換機　　着ユーザ

中断 ＳＵＳ ＳＵＳ ＳＵＳ ＳＵＳ 通知

タイマ開始

再開 ＲＥＳ ＲＥＳ ＲＥＳ ＲＥＳ 通知

タイマ停止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ＳＵＳ・・・中断メッセージ

　　　ＲＥＳ・・・再開メッセージ

図８－１／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅳ〕　中断要求と再開　(CCITT Q.733.4)



ＪＴ－Ｑ７３３ － 58 －

　　　　　　発信側加入　　　　中継　　　　　中継　　　　　中継　　　　　着信側加入

発ユーザ　　者線交換機　　　　交換機　　　　交換機　　　　交換機　　　　者線交換機　　着ユーザ

中断 ＳＵＳ ＳＵＳ ＳＵＳ ＳＵＳ 通知

タイマ開始

再開要求なし

タイマ満了

ＲＥＬ
＊

ＲＥＬ
＊

ＲＥＬ
＊

ＲＥＬ
＊

　　　　 ｽｲｯﾁﾊﾟｽ解放　　 ｽｲｯﾁﾊﾟｽ解放　　 ｽｲｯﾁﾊﾟｽ解放　　 ｽｲｯﾁﾊﾟｽ解放　　 ｽｲｯﾁﾊﾟｽ解放

切断

ＲＬＣ ＲＬＣ ＲＬＣ ＲＬＣ

切断

　　　　　

*
　
理由表示番号１０２を伴う解放

　　　　ＳＵＳ・・・中断メッセージ

　　　　ＲＥＬ・・・切断メッセージ

　　　　ＲＬＣ・・・復旧完了メッセージ

図８－２／ＪＴ－Ｑ７３３〔Ⅳ〕　再開要求がない中断要求　(CCITT Q.733.4)
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